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熊本大学は辿跡の上にあるため． 工事のたびに追跡が顔をだす。2013年度に本学埋蔵文

化財調査センター （以下 「センター」．） が実施した調査は62件であった．今年度は例年よ

り調査件数が多く， また調査面梢の広いものも少なくなかったため，センターは終始フル

回転であった．

黒愛南地区の白川沿いの一帯が近 ・現代の墓地であったことを知る人は少ないだろう ．

玉l際革新技術研究拠点施設新営その他工事にかかわる発掘では， 120余基の墓が掘り出さ

れたここは明治時代以降熊本監獄 (1922年より熊本刑務所に改称）の受刑者が葬られた

地で，旧黒髪村の墓に続いている．桶形に開けられた土堀の中に現れた受刑者は座った姿

勢で，囚人札や数珠が添えられていた．徳利が添えられた人もいた 受刑者たちは九州人

の形質変化を研究するための学術資料と してNPO法人人類学研究機構（山口県）に引き

取られ，今はその収蔵庫に[I艮っている．

本荘中地区ではこれまでと同様に， 8世紀から 9世紀の集落の広がりを確認することが
しめんぴさし

でき た．本荘地区では立派な四面廂のある建物がこれまでの調査で見つかっており，「主

帳」．「枚本寺」，「佛」などの文字を刻んだ器も知られる西の国府や池辺寺とも関わりを

持っていたのであろうこの地の賑わいが，師年着実に復元されてきている．

辿跡の調査担当者は，調査報告書を作成するに当たってしばしば発掘作業以上のエネル

ギーと時間を消費し，測り上がった冊子を見てようやく 一つの仕事を完成した喜びと社会

的責任を果たしたという安堵を得る．学長裁量経府を頂き， 2013年度は1999・ 2002 ・ 2012 

年度調査の報告書を刊行したあと一息で過去の調査の報告書刊行が終了する．

学内追跡を紹介したパンフレ ット 「地下の文化財」（黒髪町辿跡群）は，中国語版 ・英

語版 ・ハ ングル版が完成し，今年は新たに 「地下の文化財」 （本庄遺跡）を作成 した． 5 

月にはこれを用いた文化財散歩を， 11月のホームカミングデーにはキャンパスツアー 「地

下の文化財散歩」を実施し，合計51名の参加者を得た．

2013年度も施設部をはじめとする関係部局にお世話になった．各位にあっく御礼を申 し

上げたい．

2015年3月

埋蔵文化財調査センター長

文学部教授木下尚子
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1.本曹は熊本大学構内において． 2013年4月1日から2014年3月末

日まで行われた埋蔵文化財の調究および熊本大学埋蔵文化財調査セ

ンターの活動内容にIMJする年次報告杏である．

2.構内辿跡の調査は， II乍年度に引き続き．年次と調査順を表す調在

番号で表すこととし，出土逍物や記録類もこの番号で整理・管理し

ている．

3.遺跡略号は．地区ごとにローマ字3文字で以下のように表記し

た．黒髭町逍跡黒嬰南地区 (KKS)，同北地区 (KKN)．本庄遺跡

医学部構内 (HJM)．同病院構内 (HJH)．医学部保健学科構内

(KHJ)．京町台遺跡教育学部附属小中学校構内 (KMS)，大江遺跡

群薬学部構内 (HJP).

4.調査地点配骰図および巡構図の座標は．世界測地系による．

5.逍物への注記は．辿跡略号＋調査番号＋出土逍構（位骰）の）IInで

行った．

6.本牲に掲載した逍物やその他の出土遺物およぴ調査にかかわる記

録類はすべて熊本大学埋蔵文化財調査センターにて保管している．

7.本歯の執筆は．付篇および表2を大崎． I章を大坪． II章を大

坪・柴田・山野．英文サマリー・ハングルサマリーを大坪・山野、

抄録を山野が行った．

8.本書の絹集は大坪が行った．
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写真27 ①地点東トレンチ掘削状況（東より） 15 写真72 移植先駐輪場東側掘削状況（西より） 25 

写真28 ②地点西トレンチ掘削状況（東より） 15 写真73 インキュベーションラポラトリー南西側作業風

写真29 ②地点東トレンチ掘削状況（東より） 15 景（西より） 26 

写真30 ③地点南トレンチ掘削状況（北より） 15 写真74 インキュベーションラポラトリー南西側掘削状

写真31 ③地点北トレンチ掘削状況（西より） 16 況（北西より） 26 

写真32 東トレンチ作業風景（北東より） 16 写真75 1号墓副葬品出土状況（東より） 27 

写真33 東トレンチ掘削状況（西より） 16 写真76 65号墓人骨検出状況（南より） 27 

写真34 洒トレンチ作業風屎（西より） 16 写其77 21号墓人骨検出状況（北より） 27 

写其35 西トレンチ掘削状況（南より） 16 写真78 90号墓人骨検出状況（北より） 27 

写真36 スロープ基礎設置部分掘削状況（南より）ー17 写真79 9号墓骨壺完掘状況（北より） 27 

写真37 ⑩地点包含層掘削状況（南より） 17 写真80 骨壺群出土状況（北より） 27 

写其38 ⑲地点包含層掘削状況（南より） 17 写真81 繊維検出状況（西より） 27 

写真39 ⑳地点包含層掘削状況（南より） 18 写真82 銭出土状況（東より） 27 

写兵40 N-C地点遺構検出状況（東より） 18 写真83 囚人札出土状況（南より） 28 

写真41 E地点掘削状況（西より） 18 写真84 土坑墓群完掘状況（北より） 28 

写真42 ③地点掘削状況（北より） 18 写真85 近世畑址完掘状況（北より） 28 



写真86 調査区南墜土層断面（北より） 28 写真124 VI区①掘削状況（東より） 35 

写真87 I区②完掘状況（南より） 29 写真125 VI区②掘削状況（束より） 35 

写真88 I区③調査完了状況（南より） 29 写真126 配管部分掘削状況（北より） 36 

写真89 I区⑤調査完了状況（南より） 29 写真127 ⑪地点包含府検出状況（南より） 36 

写真90 1区⑥完掘状況（東より） 29 写真128 ⑭地点包含附検出状況（西より） 36 

写真91 1区⑦完掘状況（西より） 29 写真129 ⑰地点掘削状況（南西より） 36 

写真92 1区⑧完掘状況（北西より） 30 写真130 ⑫地点掘削状況（西より） 36 

写真93 I区⑫完掘状況（東より） 30 写真131 掘削状況l （北より） 37 

写真94 1区⑬完掘状況（東より） 30 写真132 掘削状況2 （北より） 37 

写真95 I区⑳完掘状況（南西より） 30 写真133 ①地点樹木抜根作業風景（東より） 37 

写真96 I区⑳完掘状況（西より） 30 写真134 ①地点掘削状況（東より） 38 

写真97 II区①発掘作業風景（西より） 31 写真135 ②地点機械基礎粉砕作業風景（東より）一38

写真98 II区①完掘状況（西より） 31 写真136 ②地点掘削状況（東より） 38 

写真99 II区④ー 2 25号住居址竃検出状況 写真137 ③地点掘削範囲全景（西より） 38 

（南より） 31 写真138 ③地点庭石撤去作業風景（北より） 38 

写真100 II区④ー 4完掘状況（西より） 31 写真139 ③地点掘削状況（西より） 38 

写真101 II区⑤掘削状況（西より） 31 写真140 ①地点アスファルト舗装部分掘削状況

写真102 II区⑧完掘状況（西より） 31 （東より） 38 

写真103 ill区①・②近世溝・土坑検出状況 写真141 ③地点縁石他舗装部分掘削状況（東より）ー38

（北西より） 32 写真142 重機掘削作業風景l （東より） 39 

写真104 m区①古代迫構検出状況（西より） 32 写真143 掘削状況l （西より） 39 

写真l05 m区①オリープ褐色砂層土器出土状況 写真144 掘削状況2 （西より） 39 

（西より） 32 写真145 重機掘削作業風景2 （北より） 40 

写真106 m区②黒褐色砂層土器出土状況 写真146 掘削状況3 （北より） 40 

（南より） 32 写真147 掘削状況4 （西より） 40 

写真107 m区③完掘状況（北より） 32 写真148 掘削状況5 （西より） 40 

写真108 ill区⑤完掘状況（北より） 32 写真149 掘削状況6 （西より） 40 

写真109 N区①人力掘削作業風景（西より） 33 写真150 A地点重機掘削作業風景（西より） 40 

写真110 IV区①完掘状況（西より） 33 写真151 A地点近世包含層検出状況（西より） ―40 
写真111 W区②完掘状況（西より） 33 写真152 A地点掘削状況（西より） 40 

写真112 IV区③完掘状況（西より） 33 写真153 掘削範囲近景（東より） 41 

写真113 IV区③掘削状況（南西より） 33 写真154 掘削状況l （東より） 41 

写真114 N区④完掘状況（南より） 33 写真155 掘削状況2 （北東より） 41 

写真ll5 W区⑤・⑥古代追構検出状況 写真156 掘削状況3 （北より） 41 

（東より） 33 写真157 枡部分掘削状況（南より） 42 

写真116 N区⑥19号住居址晦周辺追物出土状況 写真158 サークルベンチ撤去状況（北東より） 42 

（東より） 33 写真159 看板撤去状況（南西より） 44 

写真ll7 W区⑥・⑦完掘状況（西より） 34 写真160 L型枡撤去状況（南より） 44 

写真ll8 W区⑧完掘状況（西より） 34 写真161 枡撤去状況（北より） 44 

写真119 V区①完掘状況（北より） 34 写真162 既設管撤去状況（東より） 44 

写真120 V区③ー 2石組み溝検出状況 写真163 擁壁撤去状況l （西より） 44 

（北西より） 34 写真164 擁壁撤去状況2 （西より） 44 

写真121 V区⑤重機掘削作業風景（北より） 35 写真165 I調査区掘削前全景（南より） 45 

写真122 V区⑥完掘状況（北より） 35 写真166 I調査区辿構検出状況（西より） 45 

写真123 V区⑦完掘状況（南より） 35 写真167 I調査区完掘状況（北より） 45 



写真168 3号溝完掘状況（西より） 45 写其213 175号住居址硬化面検出状況（北より）一ー56

写真169 3 号溝 •5 号住居址土層断面（西より）―45 写真214 217 ・ 219号住居址完掘状況（北より）―56

写真170 6 ・ 8 ・ 9号住居址完掘状況（西より）―45 写真215 299号住居址竃土附断面（東より） 56 

写真171 7号溝完掘状況（西より） 46 写真216 電気管部分掘削状況l （南より） 56 

写真172 7号溝逍物出土状況（北より） 46 写真217 寵気管部分掘削状況2 （南より） 57 

写真173 住居址・溝完掘状況（西より） 46 写真218 通信線路部分作業風屎（南より） 57 

写真174 移植前全娯（南西より） 46 写真219 通信線路部分掘削状況（南西より） 57 

写真175 掘削状況（南より） 46 写真220 消火配管部分作業風景（東より） 58 

写真176 調査区中央部伐根状況（北より） 47 写真221 消火配管部分掘削状況（北東より） 58 

写真177 伐根状況（南より） 47 写真222 A地点作業風景（南より） 58 

写真178 伐根状況（洒より） 47 写真223 A地点掘削状況（北西より） 58 

写真179 伐根前状況（西より） 47 写其224 A地点追構面検出状況（北東より） 58 

写真180 埋設管部分掘削状況（北より） 47 写真225 樹木撤去部分作業風最（南東より） 59 

写真181 地山検出状況（西より） 48 写其226 樹木撤去部分掘削状況（北より） 59 

写真182 ガス管部分掘削状況（南東より） 48 写真227 試掘トレンチ2掘削状況（東より） 59 

写真183 既設ハンドホール撤去状況（北より） 48 写真228 試掘トレンチ8掘削状況（北西より） 59 

写真184 水道管部分掘削状況1 （南より） 48 写真229 試掘トレンチ11作業風景（南西より） 59 

写真185 水道管部分掘削状況2 （南より） 49 写真230 試掘トレンチ11掘削状況（南東より） ―59 

写真186 既設スロープ基礎部分掘削状況（南より）ー49 写其231 試掘トレンチ18掘削状況（南より） 60 

写真187 新設建物部分掘削状況（東より） 49 写真232 作業風景（東より）

゜写真188 ガス管部分掘削状況（南東より） 49 写其233 建物基礎部分掘削状況（南より） 60 

写真189 電気線部分掘削状況（北東より） 50 写真234 建物基礎部分掘削状況（東より） 61 

写真190 作業風屎（北洒より） 50 写真235 作業風景（西より） 2 

写真191 タンク撤去状況（東より） 50 写其236 掘削状況（南西より） 2 

写真192 汚染土壌部分追構完掘状況l （南より）一51 写真237 作業風景（東より） 2 

写真193 汚染土壌部分辿構完掘状況2 （南より）―51 写真238 掘削状況（東より） 2 

写真194 枡部分地山検出状況（西より） 51 写其239 作業風景（北西より） 2 

写真195 水道管部分掘削状況（西より） 51 写真240 掘削状況（北西より） 63 

写真196 調査前全屎（北より） 52 写真241 作業風景（西より） 3 

写真197 10号溝検出状況（北西より） 52 写其242 掘削状況（北より） 3 

写真198 10号溝追物出土状況（北より） 52 写真243 大学院実験研究棟北側作業風景（東より）ー63

写真199 10号溝獣骨出土状況（東より） 54 写真244 大学院実験研究棟北側掘削状況（北より）ー64

写真200 10号溝獣骨出土状況（西より） 54 写真245 放射性同位元素総合研究施設棟南側作業風屎

写兵201 11号溝獣骨出土状況（西より） 54 （南西より） 64 

写真202 遺構検出状況（北東より） 54 写真246 放射性同位元素総合研究施設棟南側掘削状況

写真203 溝完掘状況（北より） 54 （南より） 4 

写真204 10 ・ 11 ・ 16号溝土層断面（北より） 54 写真247 作業風景（南より） 4 

写真205 作業風県（南より） 54 写真248 掘削状況（南より） 4 

写具206 遺構検出状況（北より） 55 写真249 校舎北側作業風景（北より） 65 

写真207 完掘状況（北東より） 55 写真250 遺構面（ローム）検出状況（南より） 65 

写具208 18号住居址硬化面検出状況（南より） 55 写真251 外灯基礎掘削作業風屎（西より） 65 

写真209 171号住居址硬化面検出状況（北より）一ー55 写真252 外灯基礎部掘削状況（西より） 65 

写真210 18 • 171号住居址土層断面（西より） 55 写真253 消火管掘削作業風景（西より） 66 

写其211 171号住居址完掘状況（南東より） 55 写真254 消火管掘削状況（西より） 6 

写真212 174号住居址硬化面検出状況（北より）――-56 写真255 体育館西側給水管掘削状況（南より） 66 



写真256 体育館西側給水管作業風景（南西より)-66

写真257 体育館南東給水管掘削作業風景（北西より）

7 

写真258 体育館南東給水管試掘状況（北西より）―-67

写真259 体育館東側排水管掘削作業風景（南より）ー67

写其260 体育館東側排水管掘削状況（南より） 67 

写真261 排水管掘削状況l（南より） 7 

写其262 排水管掘削状況2 （北より） 7 

写真263 排水管掘削状況3 （北より） 7 

写真264 体育館北西側作業風娯（西より） 68 

写真265 校舎側掘削状況（東より） 8 

写其266 体育館北西側掘削状況（西より） 68 

写真267 体育館西側樹木撤去・水飲場掘削状況

（北より） 8 

写真268 足洗い場掘削状況（南より） 8 

写真269 屋外階段基礎部作業風景（北より） 68 

写真270 屋外階段基礎部掘削状況（北より） 69 

写真271 タイヤ撤去作業風景（北より） 69 

写真272 タイヤ撤去状況（北より） 69 

写真273 庇基礎1作業風県（北より） ， 
写真274 庇基礎l掘削状況（西より） ， 
写真275 庇基礎体育館南側掘削状況（南東より)-69

写真276 小学校側掘削前状況（北より） 70 

写真277 撤去状況（西より） 70 

写呉278 中学校側掘削前状況（南より） 70 

写其279 撤去状況（南より） 70 

写真280 小学校側作業風景（北東より） 70 

写真281 小学校側掘削状況（東より） 71 

写真282 中学校側作業風景（北東より） 71 

写真283 中学校側北側トレンチ掘削状況（東より）ー71

写真284 作業風景（北西より） 71 

写真285 掘削状況（北より） 71 

写真286 建物基礎部分掘削状況l（東より） 72 

写真287 建物基礎部分掘削状況2 （東より） 72 

写真288 建物基礎部分掘削状況3 （東より） 72 

写真289 電気管部分掘削状況（東より） 72 

写真290 水道管部分掘削状況（南より） 73 

写真291 ガス管部分掘削状況（北より） 73 

写其292 ③地点掘削状況（南より） 73 

写真293 ⑤地点掘削状況（東より） 73 

く表目次＞

表l 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧 l 

表2 2013年度調査一覧 3 
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本年1文は．表2のとおり．発掘調杏11件．立会調杏62

件を実施した発掘調究はいずれも立会湖究から切り替

えたものである．

本的文実施した発掘調究は． ；＇．l砂＼嬰北地区における附I函

図ほ館の改修こ「．事に伴い．機械設備1如l辿工事に伴う発掘

調杏 (1301・ 1302 ・ 1303 ・ 1306調査地、点）．黒嬰南地区

における国際叩新技術研究拠点施設新翫I．．事に伴う発掘

調杏 (1309調究地点）．ライフライン再生 （給水設備約）

J_?li・に伴う発掘調査 (1310澗杏地、1位）．本荘北地区にお

ける環檄腋備 （東側既車場約）工事 （人孔 ．雨水関係）

に伴う発掘調究 (1321調査地点）．J詔玲整備 （｛じ気設備）

工1iに伴う発掘調査 (L325調壺地点）．設備竹理鈴ボイ

ラー設附等工事（韮：r1l1地下タンク更新 ・汚染土壌撤去）

に伴う発掘調ti:(1333調究地、1位）．本荘l―|i地区における

晶：i令整備（自家発逍設備）工事（地下タンク） （発・1尉気
設備） （J見設配笠）に伴う発掘調壺 (1317・ 13 LS ・ 1319 

調壺地、1.¥)．京Ill]地区における教育学附属小学校体育館

改修その他エ•Ji- に伴う 発掘調査 ( 1342調究地点）である．

本年1文は．既往の調杏事例に！！せらすと 例年になく規校

が大きな発掘調究件数が多く． また立会調究も 1件の事

業規校が大き く．立会期間が数日～数週間を要する案件

が多かった，

患嬰南地区の国際革新技術研究拠点施設新営その他エ

事 (L309調壺地点）では．120余基の近 ・現代磁が検出

された 熊本刑務所の受刑者のJ里葬址である． 2003年に．

初めて熊本刑務所の受刑者の埋非址を確認 しており

(0203調壺地点）．今回の調査区はその南側に隣接する．

2003年の調査は，途中で専門業者による改葬に切り替え

たが今匝l検出した人骨は土井ヶ浜辿跡 ・人類学ミュー

ジアムの松下孝幸氏 （名巻館長）．NPO法人人類学研究

機構の松下真実氏の協力を得て．形質人類学の賓科とし

て活川する こととなった． 本調査地点では．2003年の調

査時には出土 ・回収されなった黒髭村当時の村民の墓と

考えられる追物も出土 ・回収した近世～近代の生活の

一端を示す骰料である人骨は人類学研究機構にて保管

されている．

ライフライン再生工事に伴う発掘調査 (1310調査地

点）は．狭長で辿梢の全容が把握しづらい調査ではある

が．南地区東半の広範囲におよぷトレンチ調査となるた

め． 土！科の堆梢状況．造移などを把握する絶好の機会と

表1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一腕（アミ部分は本：：ド炭瀾イtした地区を示す）

No.. 地区名（学部名） 所在地 遥跡名称 遺跡の種類 遥跡の時代 備 考 ＇ 

黒髪北地区（法・文・教・大教センター） 熊本市県嬰2「1140-1 黒嬰llff辿跡 集洛址 縄文 ・弥生・
黒嬰北地区 （教行学部附属投渡学校） 熊本TIi.',1・愧嬰5「「117-1 奈良 • 平安

2 烈嬰Iii地区（［ ・理） 熊本市黒嬰2丁1-139-1 黒嬰町辿跡 集裕址 縄文 ・弥生・
奈良 •平安

3 京町地区（教ff学部附属小 ・中学校） 熊本Ili)氾町本「5-12 京町台辿跡 集裕址 弥牛 ・近世

4 城束地lヌ：（教行学部附屈幼椎liil) 熊心Ii城束5-9 熊本城址 城館.hi:.熊本城l刈近` Ill .. 
述辿構

5 教介学部新lt.j部J：どj））i !！昔4幻1』・消il{,j行I;）,1:・);{l)i240-l 新Iti部逍跡 散布地 縄文 ・弥生

Iク．火 ，＇，’’:1|i松島lIII)く字介ilt iiil..bll塚
1995年度の濶介

6 合iltマリンステーション 集落.Iii: 縄文 ・弥生 によ って貝塚で6061 I 
ないことが判明

縄文・弥生 ・
7 本,11： 中地区 ( l~ほ学祁） 熊本市心ll3:2 j・・ 1 1 2-1 本J.:I:辿跡 散Ai地・集#rill: 奈良 • 平安 ・

IドIlJ..

心」：辿跡 縄文 ・弥生 ・
8 本~ 1：北地区 （医学部附属刹院） 熊本市本~ I: I「111-l (figブく11月朕：リ）k 散布地 ・集洛址 ． 古瑣・ 奈良 ・

地追跡） 硲地 平安 ・近代

縄文 ・弥1|：.．， 4ふil : l f.j地区 （ l呆健仔：利•) 熊本l|i)L,',,',.'f'4r 11 211-1 本JI：逍跡 散布地・ 集 ffrj•II. 余艮 ・平安 ・ 周辺追跡
q, Ill: 

10 視i学部 熊本 l liki l•本 lll fS- 1 大il．．辿跡1詳 宮1iih|． 奈良• 平安 周辺逍跡

11 )<;［地l;,(: !！届4ゞdiil父）JしIIJ. l l l -l kil』i'跡 集沿J1I: 奈良 ・斗i安

1 2 ’j•:iYi t地区 （職Hii• i 令 ） 熊本l|i.［I.＼炭7J. 1 | ・j・:W/1::神社1,fi ！牧4'J也 弥；I I :． • 奈良 ・
辺辿跡／作 I 平安
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図1 黒嬰町迫跡群 •本庄辿跡の位四と周辺辿跡の分布図 ( 1/25000) 
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表2 2013年度調査一跨

調査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面積 時代 遥構・ 遥物 I 
13 ・ 5 ・ 21~ 

7 ・ 27 

13 ・ 5 ・ 21~ 

7 ・ 10 

13 ・ 5 ・ 21~ 

G ・ 12 

13 ・ 5 ・ 25.31 

13 ・ 6 ・ 17.21.25 

13 ・ 6 ・ 18~ 

7 ・ 12 

13 ・ 7 ・ 19 

13 ・ 7 ・ 19 

13 ・ 8 ・ 8~ 

10 ・ 7 

13 ・ 8 ・ 6~ 
緋続中

13 ・ 9 ・ 24~ 

10 ・ 4 

13 ・ 10 ・ 11 

13 ・ 9 ・ 13 

13 ・ 9 ・ 2 

l3 ・ 9 ・ L2~ 
l4 ・ 3 ・ 14 

13 ・ 10 ・ 28 

13 ・ 11 ・ I 
12 ・)8 

13 ・] I • l~ 

)2 ・ 18 

13 ・ 11 ・ l ~ 
12 ・ 18 

13 ・ 11 ・ 20 

l3 ・ 11 ・ 15~ 

継統中

」3・ JI ・ 15~ 
維続I|I

3

9

 

2

l

 

．
．
 

l

l

 

1

1

 

．

．
 

3

3

 

l

l

 

I 3 0 I 

I. :~ 0 2 

3 。3 

I 3 0 1I 

I :~ 0 5 

I :3 0 6 

7

8

9

 

0

0

0

 

3

3

3

 

I 3 I 0 

3
 

2

-

3

1

1

5

 

3

3

3

3

 

3 6 

l :l I 7 

I :~ I 8 

（
・3
 

I 3 2 0 

3 2 

2
 
2
 
‘、J、．

'`
、

1

•• 

、

2

2

 

3

3

 

( '.I.\ 嬰It ) 附屈 I•XI,It 舟'i 中央舟'i 樹水伐採

l―.’l i 

(.'．［凜北）附駈図，りfi.i中央舟＇i改修機械設
備 l..’li 

(.'.I・＼嬰北）附屈図，り項I.i9 | l火館改修＇，じ気設

iiii l..’l i 

（黒厖It)」Iぶ：h記念館前iA,l水h|i修 l.,’li.

(！!,＼髪1¥i)国際，9[新技術fiJf究拠，＇，＇． i,施設

新将に伴う支1培樹木移植等 1:’li

（．＇l.！堤It)附屈J;.:1,1:：館1| l央館外HIII :’lト

（黒髪南）’li務/,,｝本館11りiIIIlilVli,1i! h1i條 1 : •Ji.

（応 I：北）薬学部介／9ltlとりこわし 1..’li.

（．＇．［＼髪ltj)|t|I祭り＇［新技術 fiJf究拠I,＇.［施設

新‘i:tその他1:•li. 

(．'l.l，嬰怜i)ライフライン lIFI:．（給水設

備等） いJi

（黒厖l令i)国際が：新技術研究拠．，，＇f.施設新

祁；に伴う支1咲配符杯 l:1i 

(.'_I・＼嬰．It)欠II命哨：給水約川水h1)條l.．’li.

（！！．＼髪北）テニスコー ト改修 l.．’li,

(.'.I.，,厖|t)知命‘;；は改修 1:1i, 

(!．I・し嬰北・！！！髪南）h|i l|i,i |• |Illi‘ji累 I | 9 
祁｝文ぴ東部処 J-11!IX-. I:Ii水IItlti: i-1{)芹

(c.3E4)築造」： •jf. 

(|＇ぺ病 ）中央診燎棟東側汚水桝社J収設

l.. 1 i 

(4こ41:9 1 l) ）より？整備 (|'l匂く発屯設iiii)

l..’lt （地 Fタンク ）

（本：II：中）J,砂紅附Ili(l’l家発直股ii!i)
,: •J i （ 発俎機設備）

(,f心II：中）晶怜救備 (|’l・求発‘1じ設備）
l..＇)i. （J!It,i支廿し↑i:）

(I反甜）閑楼腋Iii（東側駐,,,：りが、が）

')i（舗装 ・構造物関係）

(I災1酋）巧様整備 （東OI翡I：い））i咋）
•Ji （人孔．雨水竹関係）

(I豆ii）屎槌腋iiii（東側駐I|I:J)が、が）

'ji. （樹オ』関係）

(!クi.1，ii) •作槃咽改（I袢機械設備 l?ji

l 心・

l ・ • 

l. ・ 

(I反病）設仙竹狸棟ポイラー設iiii窮 l:

・1r (配竹T.1 i) 

I9/：会濁企

¥［会調在／

発掘，澗介

，ヽ1．会湖．介

1グ．会剥在

立会湖1t

立会，凋1f./

発掘濶介

＼．i．会，．凋査

立会調杏

Iグ．会調1t/

発Jl1i，淵介

り：会，iilft/

発掘，淵ft

¥J：会，凋査

＼［会調介

＇，1．会調1t

，7．会』紐

I)：会iilft

I/：会，¥¥'!1t

立会，閲牡／

発掘 ，~/，1 イt

立会，凋介／

発掘池11t

立会，淵1t/

発掘調4t

立会調介

、［会調ft/
発掘調在

＼［会，l恥ft

立．会油l4f

、＇［会，淵イt

298.00n( 

395.00In 

97.00nl 

0.1l5ni 

127.601廿

1368.00ボ

/1. l (） 1 11 

117.0:3,rl 

632.00ni 

5275.60111 

101.00ni 

0.815ni 

6.4 8l li 

4 1. 4 5 ni 

5.60ni 

0.50ni 

100.IOnl 

236_1I011i 

155.9011{ 

3.:309.8011! 

989.50111 

7:l.OOn-l 

3. 7 5 n・{ 

I 7.70n1 

なし

近III：・古代 ・

縄文

なし

なし

なし

なし

近Ill;・・近代

l I I. f t 

I l, • (t・ 

なし

Il i代 ft)pi. il:ク¥:、J-_ r.11i ~枯・

須恵器

なし なし

なし

なし

なし

なし

I I I・イt 溝

なし

なし

近現代

なし

なし

必 ・現代逍物

住）ti・ •柱穴・溝、陶磁

器・上iii器 ・頒恵器・

鉄器・縄文 I:器 ・イi器

なし

なし

なし

なし

陶磁悩

なし なし

l I I • (t tt lit • 清i. Al：穴、

器・須：＇ぶ器

11: ｝it . ilw. • 4; l ：・グく、
器 ・クil，'じ器

{i l凶：・ • ii/{．i I: :,¥:、
器 ・紅'i.'ど．器

ぷ＂
A
r
"
．
 

nl ． 

I:師

なし なし

l I I.』（t・ “;．）iIt. i憐 • } l: i<．| •. ht 

なし なし

なし

なし

なし

なし
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しニニ’-ニ-—--二:1 調査の種類 調査面積 :7-----7:?7:•~ 
13 ・ 11 ・ 20~ 1325 (I~糾） ）臥幹整備 (·,じ気設備） 1：J)t I,1̂．会逍1f./ '168.IOn{ 古代 柱穴、七師器
糀続中 発掘講在

13 ・ 11 ・ 21-22 I 3 2 6 (I'ぺ糾）Ill.1じ，活交換喉改條機械設（前 1...1t I'［会場イt 13.7811{ なし なし

13 ・ 11 ・ 21-22 l 3 2 7 (I俎H)|||iじ，活交換咽改修 l..'）i I.i．会，湖1t 36AO対 なし なし

l:l ・ IJ ・ 25~26 I :3 2 8 (|災林i)石；；俊tili:fii令J，，！外ガス配秤改修 ＼，i.会湖介 30.50111 なし なし
l.．’l i. 

13 ・ 11 ・ 29 I :3 2 9 （本：／1：北）翡1.,|［楊ゲートインターホン I9/：会，ll/柑't 22.6011/ なし なし
移設 l:1i 

13 ・ 11 ・ 28~ I 3 3 0 （城東IIII)教脊学部附駈幼椎j¥rlri'Jll！棟 1グ．会，・闘介 208.4911{ なし なし
14 ・ 2 ・ 7 呼改修その他T.9Ji.

13 ・ 12 ・ 9~ I 3 3 I （心／1:中）国際先端l応学研究拠．，．＇i．新‘1:1・ 、)：会；消介 83. 5 l n1 なし なし
l4 ・ l ・ 14 ・,じ気設備 1:·J~ 

13 ・ 12 ・ 9. I 3 3 2 (4ふII:1 1 1)国際先端1促学研究拠、1・＇．j.羅i:t,1じ I'［会調介 75.2611! なし 胸磁器

14 ・ 2 ・ 25 気設iiii」.・’li. 

14・1・17- I 3 3 3 (l'K紺）設1能評.fll！棟ポイラー設ir，溶 1:1Jf. 11:．会，i'，lイt/ IOl.56ni I l iイし； t l:iく、 1 •. tiIi盟杵 ・ クii.1Ji．閣怜
2 ・ 12 （面1liJI!!.I;タンク更新 ・汚染 l;J.J.9除1;-） 発掘，泊'lft

14 ・ I ・ 21 I 3 3 4 (.'．[＼髪．It・黒嬰南）父j!.!i安全施設史新 立会湖介 1.2811{ 近現代 陶磁器
l.．’l i 

14 ・ l ・ 31 I 3 3 5 ( ki[北） P H S 更改 I:•li. I・［会潤1.t 0.6,ln{ なし なし

14 ・ 2 ・ 5 I 3 3 6 （城東）教有学部附駈幼椎lill秤Jll！棟`令改 I'i．会溝在 529.IOnf なし なし
修その他 I:1i（機械設iii)l?lt) 

lヽI・ 2 ・ 10 1 3 3 7 (I俎西）外米，診根棟新‘::i・機械設{iilI:1i 、［会，湖イt I0.62ni なし なし

14 ・ 2 ・ 17 I 3 3 8 （黒髪It)全学教ff棟 (CHi)スロー ＇，i．会，｝＂t 57.GSni なし なし
プJ収設」：1i. 

14 ・ 2 ・ 17-26 I 3 3 9 (!!．＼嬰．It・.'.IA嬰南）屈外サイン，設骰 1: 立会，→i1イ£ 196.oo,n なし なし

’l i 

14 ・ 2 ・ 28 1 3 4 0 （黒炭北）黒髪北1札f(A(Ill外I~1 人 iii ＼、i.会淵1t 39.30ni なし なし

令）改條 l?li

14 ・ 2 ・ 21 I 3 111 （以町）教fi学祁附屈中学校l"JJJ1¥改條 ¥.i.:ぷ 20.00ni なし なし
|..’l i 

14 ・ 2 ・ 25. I 3 11 2 （以III[）教fi学部附駈小学校休f漬'i改 ¥［会，瀾1t/ 48.7011i なし なし

修その他じll 発掘，］：lft

3 ・ 13-17 

14 ・ 3 ・ 12-25 I 3 11 ;:3 （以Ill[）教ff学部附駈小学校体ff館改 ＼．i．会濶1f. 588.00n! なし なし

修その他f.1じ（機械設備 l:1i)

14 ・ 2 ・ 2'I. I 3 4 4 (J;(Jll[)教有学部附屈小学校体ff館改修 I/-．会，刈介： 702.9011{ なし なし

3 ・ l0-13 その他」こ’li

14 ・ 2 ・ 23~ l 3 4 5 （本；／1：中他）Jよ幹救llii（給水設iii4・が） I［会，．謁1t 909.0011-/ 近Ill: 附磁器 ・占銭

3 ・ 12 | ―.’l~ （本／1： 911地区分）

14 ・ 3 ・ 6- l 3,1 6 （黒嬰南）総合研究棟 (I汗：系）改修 ＼．i.会消布 29.4 5I l { なし なし

3 ・ l7 l..’l i 

14 ・ 3 ・ 6 I 3'1 7 (！）.＼嬰1h)総合研究棟(|'．学系）改修 ＼，i．会 ，•:I/，11t 132.9011! なし なし
l.．・.j i. 
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調査期日 調査番号 地点名 調査の種類 調査面積 時代 迫構・遥物 1
14 ・ 2 ・ 27 l 3 4 8 (,',IA嬰南）総合研究棟（1．．学系）改修 立会調牡 ~8.76 対 なし なし

虚気設iiii工事

l4 ・ 2 ・ 27- 1 3 4 9 （黒炭南）総合研究棟 （工学系）改修機 ＼，i．会浪i介 :l(i5001廿 近Ilt・近代 陶磁器・瓦 ．i／じI而チ

3 ・ 17 械設備工事

1'1 ・ 2 ・ 28 l 3 5 0 （以IIII)支1咲樹木撤去 ＼，1:会，り』1t 57.4011{ なし なし

14 ・ 3 ・ 10 I 3 5 I （京IIl[)（ii苓介／ilt新設 ＼i:会謂1t 141 00111 なし なし

14 ・ 2 ・ 28 l 3 5 2 （城束）教宥学部附屈幼椎園プロ ック）JII V．会，．凋介 272.00ni なし なし

改修―じjt

14 ・ 3 ・ 6 l 3 5 4 （黒嬰北）馬髪北介hliA改修機械設備 ，ヽi.会，ilft 0.6011{ なし なし

工事

14 ・ 3 ・ 6 1 3 5 5 （規嬰北）｛f雌冗社1£新設 、［会，淵1t 52 50rrl なし なし

14 ・ 3 ・ 7 1 3 5 6 （大江北）柴学部北I"!人「lliHi象設間」？li ¥,j．会，淵ft 4 00対 なし なし

14 ・ 3 ・ 7 l 3 5 7 （）＜f[北）備裕介JII［新設 Iグ．会，．閑1t 24 5011-/ なし なし

l4 ・ 3 ・ 7 l 3 5 8 （大江北）支1咲樹木撤去 立会，・講1t 18.SOni なし なし

14 ・ 3 ・ 22 l 3 5 9 （馬髪北）仮設駐I|i．楊J収設 1:1i 、，i.会，・↓11t 1127.00,Ti なし なし

14 ・ 3 ・ 19 1 3 6 0 (.'.I・＼髪北）巫災文化財ガ．,・::j記念館耐成 、グ．会湖1t 20.40111 近代 陶磁器 ・瓦
診断業務

14 ・ 3 ・ 19,20 1 3 6 1 （焦嬰Iふj) 屯要文化財」：学部研究狩科 1/：会湖イt 11.00対 近代 陶磁器

fiii ilJ•fi，'i〗多肉f〗と 1祈

14 ・ 3 ・ 27 l 3 6 2 （京lIII)教ff学部附属中学校卒菜記念 I'［会，l,',lイt 11.00ni なし なし

時，t|台設ii℃I?li

14 ・ 3 ・ 28 l 3 6 3 (．1.1．!，髪南他）都市ガスメーターJ収f{-1?li ＼，i．会調1t 22.00nf なし なし

なった．調壺は継続中で次年度も継続しておこな う予

定である．

本年｝如の調査範囲のいずれの箇所においても古代の

辿物包含｝屑および辿構を確認する ことができた．古代の

集落が一術に広がっていることが改めて確認できた．

また．従来．調壺対象外としていた土l名の下位から縄文

時代後期前業の土器が多砿に出土したことは大きな成呆

である．今後既往の調査においては確認していない文

化）r1の発見や．これまで確認されていない縄文時代の辿

構の発見につながる可能性がある．また これまで確認

をおこなっていない深度まで今後は工事の状況に応じ

て確認する必要が出て来た．調査期間 ・予算等の調壺計

画の立案の際に留意しなければならない事項である．

本荘北地区における現境整備（東側駐車場等）工事

（人孔 ．雨水関係）に伴う発掘調査 (1321調査地点）で

は．敷地内を流れる11音渠の脇を掘削した II音渠の岸の際

まで古代の追梢が残されている ことが確認できた．既

往の調究成呆と！！せらしわせてみると．II音渠の沿岸でも．

辿構が残っている箇所と砂地や撹乱等で残されていない

箇所があることがわかった II行渠やその前身の流路の変

遷に囚ると1((：定される．賠渠の沿岸は，辿梢が残されて

いないと考えられてきたが再考・留慈が必要であるこ

とが判明した．本件は次年朕も継続して調査をおこなう

予定である．

本荘中地区における基幹整備（自家発氾設備）工事

（地下タンク）（発遣気設備）（J.ill設配管）に伴う発掘調

壺 (1317・ 1318 ・ 1319調究地点）では．多数の古代の住

居址と溝が検出された本調査区の西側に位樅する9801

調査地点において古代の集落を確認していたが今回の

調壺成呆から．この集落がおそらく敷地の東側一杯にま

でひろがるであろうと予想できる．

このほか京III]地 区の附屈小学校体育館改修工事では．

既往の調究が少なかった敷地の北東側を広範囲に掘削し．

追構而が北東隅から南西に領斜していること比較的浅

い掘削で検出されること．追構而の辿存状態は良好だが

逍構密度は低い．などの知見を得ることができた．

4叫渡は．各キャンパスにおいて新たな調査成呆が得

られ．また，今後新しい知見を得ることが期待できこ

第I章 本年度の調査概要
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れまでになく多くの収穫を得た年度であった．これらの

成果は． さきにのべたように今後の調査計画の立案の際

には考感しなければならない，新しい要素が含まれてい

る．これらを念頭に調査に臨みたい．

一方で，事業掘•発掘調査と調査員数の不均衡が大き

く，事業調整は非常に難航した事業の集中もあり，年

度末には1名の調査員が数十件の調査をこなさねばなら

ず．加えて調査成果の整理等も重なり．調査員には多大

な負荷があった．本学の再開発事業が円滑に遂行できる

よう，また．発掘調査の実施と報告書作成という義務が，

余裕をもって果たせるような調査体制の整備が求められ

る．

第I章本年度の調査概要



7
 

IIー 1 黒髪北地区 （図2・ 3参照）

1. （黒髪北） 附属図書館中央館樹木伐採工事に伴

う立会調査 (1301)

く調査期間＞

2013年5月21日～6月6日

く調査面稿＞

289ni 

く調査員＞

大坪志子 ・柴田亮．

く調査概要 ・結果＞

附屈図書館の東側 ・ 北側 • 西側に植栽されている樹木

の撤去をおこなった．樹木はあらかじめ．地上部分は伐

採し，根を残 した状態から立会調査を実施 した．

潅木や幹の直径が10cm未悩jの小さい木は重機で漉き取

るように0.2mほどの深さでまとめて除去した．直径が

10cmを超える樹木は． 1本ずつ抜根の立会をおこなった，

写真 1 樹木伐根作業風景（サルスペリ） （南から）

写真2 樹木伐根掘削状況（サルスベリ） （南から）

いずれもjll！土内で収まり．包含罰．辿梢面に達すること

は無かった．出土辿物もない

写真3 樹木伐根作業風景（ナギ） （南から）

r ・ m 
写真4 樹木伐根状況（ナギ） （南から）

写真5 樹木伐根状況 （潅木） （西から）

第II章調査の記録
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2. （黒斐北）附属図書館中央館改修機械設備工事

に伴う立会調査 (1302)

く調査期間＞

2013年5月21日～7月10日

く調査面租＞

395n1 

く調査員＞

大坪志子 ・柴田

く調査概要＞

光．

工事の主体は．ガス箭 ・排水管の撤去 • 新設およびオ

イルタンク除去である．図古館の外周に沿って施工する

ため．数度に分けて立会をおこなった．

図苫館北而東側に位協するオイルタンク撤去の際．図

杏館より北側に6.3m. 深炭1.5mの地点において，幅0.4

mほど地山而が検出されている．辿物包含附および辿梢

は確認されず．工事による狸蔵文化財への影翠限がないと

判断し．慎直に作業するように指示した．

写真6 オイルタンク撤去前近景（東から）

写真7 オイルタンク周辺掘削状況（東から）

・" 

第1I草 調査の記録

図閻館北而西端部のガス管新設に伴う掘削にお

いて既往ガス笠の両側に包含｝晋が残存していた．

また，

ガス

箭設骰によって破損される南側の部分のみを調査したが

追梢．辿物は検出されなかった．北側の部分ば 1呆存

の措i性を取った．

写真8 北面西端部西側ガス管掘削包含屈完掘状況（東よ

写真9 住居址及び柱穴完掘状況（北より）
＿＿ ダー

ャ疇、

写真10 土坑内追物出土状況（西より）



図苦館束南部の既設管撤去の際に行の両脇から辿物

包含陪が検出されたそのため．熊本市文化振興課に許

可をとり ．発掘調壺に切り替えた．住居址 l軒・ ・杜穴 ］．

基 • 土坑 1 基が検出 さ れてい る ．

1号tl:．居J1l：は既設ヒューム行によ って大部分を削平さ

れており ．南東の角がわずかに残イiしているにすぎな

かった． 1号住居址の西側には2サ柱穴が隣接する．碩

化面は検出されず．住居±11：内部および柱穴から出土辿物

も確認されなかった．

3. （黒髪北）附属図書館中央館改修電気設備工事

に伴う立会調査 (1303)

く調査期間＞

2013ifo 5月211:1-6月12日

く調査面積＞

41面

く調査員＞

大坪志 f・ • 柴田必．

く調査概要・結果＞

屋外へ逍力線路をつな ぐ工事である図古館東而の石

垣に沿って l|I翫約I.Om. 深さ0.3-0.5mで掘削した．い

ずれも図苫館の枷り方で収ま っており．辿物包含）杓及び

辿梢而は検出されなかった．

写真11 電気設備部分掘削状況（南より）

4. （黒堡北）五高記念館前漏水補修工事に伴う立

会調査 (1304)

く調査期間＞

2013年5月31Fl 

く調査面積＞

0.35面

く調査員＞

大坪志子 ・柴田光．

く調査概要・結果＞

11 

刃高記念館前の水道箭の水漏れに伴う 緊急工事である．

掘削は0.5X0.7m，地表下0.4m まで掘削した 補修工 ~ i­

は既設竹の掘り方内で実施できた掘削深度も浅かっ

たため．辿物包含陪及ぴ追構而は検出されなかった

補修作業は同じ地点で2度おこなわれたがいずれも

上記の条件．結栄である．

写真12 水道管検出状況 （西より）

5. （黒艇北）附属図書館中央館外構工事に伴う立

会調査 (1306)

く調査期間＞

2013年6月181:I~ 7月12日
く調査面積＞

1.368面

く調査員＞

大坪志子 ・柴l+I亮．

く調査概要・結果＞

工事の主体ば附屈図書館東側の室外機悩き場設悩

北側・西側スロープの撤去•新設匝側入り口付近の銅

像移設である調査地点が1301・ 1302調究地点と隣接す

るため．並行して立会調査をおこなった 北側スロープ

新営 ・西側 スロープの基礎撤去およびス ロープ新営 • 西

側入口付近の銅像移設工事に伴って掘削をおこなったが

いずれの地点も現代の埋土内で収ま った．

室外機附き場設戦に伴う掘削においては，図紺館周匪

に巡っている石垣から東に約7mの地点より東側に．深

さ0.6m程度輻 lm程で包含陪が良好に残存 していた．

精査の結果．溝跡の一部とピット7基が確認されたため．

熊本市文化振輿課の許可を得て発掘調究に切り 替えた．

ピッ ト群から辿物の出土はなく ．柱痕も確認できなかった

第II章調査の記録
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写真13 ピッ ト完掘状況 （南より）

写真14 溝完掘状況（西より）

写真15 溝土屈断面（西より）

第II豆調査の記録

溝は調壺区の南端に位附する． I忍It肘｝館の掘り方によっ

てかなりの部分を削平されている．h界は東西に走ってお

り．底而が西側から東側に向かって領斜していた．須恵

器 ・七師器の小片が出土しており．古代の溝であると考

えられる．

6. （黒艇北）事務局本館西側側溝補修工事に伴う

立会調査 (1307)

く調査期間＞

2013年7月19[1

く調査面積＞

4.1吋

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

:ji務局本館西側にある．緑地術と道路を分ける縁石の

補修工事である．事務局本館西口前の2か所と，建物西

側緑地術の南端の1か所．合計3か所で立会工事をおこ

なった．

西口通路の北側コーナーでは．古い縁石を撤去すると

その下にはコンクリートが張ってあり ．このまま新しい

縁石を設骰することになった．埋土内であり ．埋蔵文化

財への影押はない．

南1l[llコーナーでは，やはり古い縁石の下からコンク

リートが検出された．深さ的に支隙と なる範囲（東半分

程炭）のみ．コンクリートを撤去し地表下0.24mまで掘

削した．埋土内であり．埋蔵文化財への影押はない．

緑地僻南側でも同様に．縁石の下から．コンクリ ート

が検出された東側 1/3の範囲は，コンクリートを撤

去し地表下0.2mまで掘j'jljした．埋土内であり，埋蔵文

化財への影押はない．

3か所ともにこれ以上の掘削はおこなわないことを

確認して立会調壺を終えた．

写真16 事務局本館西口北側作業風景（北西より）



写真17 事務局本館西口北側掘削状況 （北西より

｀ 

写真18 事務局本館西口北側掘削状況 （西より）

写真19 事務局本館西側緑地帯南端部掘削状況 （北西より）

7. （黒斐北）知命堂屋外漏水補修工事に伴う立会

調査 (1312)

く調査期間＞

2013:ino月11日

く調査面栢＞

7.68面

く調査員＞

柴Ill必．

く調査概要 ・結果＞

知命誂の水道管の水漏れに伴う緊急、工事である．水道

13 

写真20 水道管検出状況 （南より）

管は地表下0.4m程度で検出され．掘削深度は最大で0.5

mであった．包含陪の検出はなく．辿梢 ・追物も認めら

れなかった．

8. （黒艇北）

(1313) 

く調査期間＞

テニスコート改修工事に伴う立会調

2013:.F 9 J=J 13日

く調査面積＞

41.45 (1.59)面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

テニスコートの支杜を撤去する工事のための立会調査

である．重機で引き抜こうしたしたが不可能だったため．

ー側而を掘削して倒すことにした．

北側の支柱は東側1.2X 0.8mを掘削した地表下0.42

mで追物包含陪を検出 した．辿梢は検出されなかったた

め，地表下0.68mまで掘削したまだ包含／習中であっ

た．支柱はゆっくりと東側に倒し．その後重機で引き上

げた．埋蔵文化財への影評はなかった．

写真21 北側支柱撤去作業風景（東より）

第II章 調査の記録
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写真22 北側支柱トレンチ東壁土尼（西より）

南側の支柱も 同様に西側を0.9X0.7m掘i'illした地表

下0.45mで辿物包含/111を検出したこれ以上掘削せずと

も．支柱を領け抜き取ることができた．埋蔵文化財への

影押ない

辿物包含lf1は今回確認した分でも約0.3mの/!/さがあ

り．辿存状況が非常に良いことが判明したまた上下

二li1に分／i1可能である．

9.（黒装 北 ）

(1314) 

知命堂改修工 事 に伴う立会調査

く調査期間＞

2013年9月2II 

く調査面租＞

3.7対

く調査員＞

大坪志子

く調査概要 ・結果＞

知命盤の西側にスロープを設附する工事である． ス

ロープ基礎部分の掘削が最も深くなるため．基礎部を中

心に3.1X 1.2111のトレンチを設定して掘削をおこなった．

地表下0.5111まで掘削したが埋土内で収まり包含／r,1

写真23 作業風景（北より）

第II型 調査の記録

写真24 掘削状況（西より）

” 

や辿構而に達することはなかった出土辿物もない．そ

の他の掘削は恨重におこなうよう指示して立会調査を

終えた．

10.（黒斐北・黒斐南）都市計画事業 中部及び東

部処理区雨水吐貯留管(C-3,E-4)築造工事に

伴う立会調査 (1315)

く調査期間＞

2013年9月12日．

く調査面積＞

10.2ni 

く調査員＞

11月25日．

大坪志子 ・山野ケン1勘次郎

く調査概要 ・結果＞

3月14H

黙嬰南地区歩道沿いの．貯留タンク設附部および配管

部において工事立会をおこなった．工事が夜間のみ施工

可能なため． トレンチを2箇所設定し．試掘をおこなっ

た （①地点）．西側のトレンチでは． lXlmの範囲を

人力で掘削した地表下1.23mでNTTの埋設管が検出

され．掘削範囲はこの配笠掘り方であることが判明した．

施工の深さはこれと同等；であるため．埋蔵文化財には影

牌ないと判断した．

東側の トレンチは．貯留タンク設骰部分の試掘を目的

に設定した 1x0.8mの範囲では南側で NTTのケー

プルが検出された．貯留柏は深くなるため．管の北側を

更に掘iりljしたすると管上より0.34111下で，基盤の1杓と

なるパミスを多址に含む紺粒の砂條陪が検出された．北

側半分は更に掘削されていた文化陪は全て破壊されて

いることが確認されたため．施工の最に埋蔵文化財の影

翠限はないと判断した．

11月2511には先の調査区から道路を挟んで北側． 黒

嬰北地区歩迎に西および東トレ ンチの2箇所を設定し．

立会を行った（②地点）．西 トレンチでは1.3x0.9111の範



圃を人力で掘削した． l¥i側が排水枯＇i-．の1Jllli栂によ って．北

側が下水↑芍の掘方によって撹乱されており． 地表而から

1.7m下まで全て現代JJI¥-I-．．であった 地表 I‘-l.7mから下

には黄褐色の地 111 らしき こt}＼｀11 が確認できたがこの直」••

にも近代の陶磁器が況じるまた．束トレ ンチも西 トレ

ンチと 同様 排水i府の掘方により撹乱されており ．地表

ド1.2111まで全て現代Jll!」：であったそのため文化附は

全て破壊されていると 判断した．

また，3月14nに謀嬰北地区南西隅の歩道においてi’・
会調究を実施している（③地点）．南北 2箇所にトレ ン

チを設定し．諏機による掘削をおこなった．南 トレ ンチ

は而秘約3.8面の台形状を呈する。西側に地表下0.5111で

既設の金）属製配箭が二本確認でき．屯機掘削に支I8花が

あったため．東側に調奔区を拡張した．幅0.7mで南西

側のみ深堀したと ころ地表下1.4mで褐色地山に逹した．

それより上位は全て現代狸土で．jJIl:I.：中から近代らしき

陶磁器片が 1点出土したまた北 トレンチは約LIX 

2.2111の長方形の試掘坑である地表下0.75111で西側に

ヒューム管が検出され．巫機掘i'iIlに支1硲が出た．そこで

調究区東側のみを掘り下げ．地表下1.35111で地111を検出

したそれより上位は全て現代Jlll土であ り． J且蔵文化財

に影牌はないと判断した．

写真25 ①地点西トレンチ作業風景（東より）

写真27
念ミ9， 

写真29

写真30

15 

①地点東 トレンチ掘削状況（東よ り）

②地点東トレンチ掘削状況 （東より）
-•一― -

·’~ . .布す＿-コi

l 

③地点南ト レンチ掘削状況 （北より）

第lI章 調査の記録
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写真31 ③地点北トレンチ掘削状況（西より）

＼ 

11.（黒斐北・黒髪南）交通安全施設更新工事に

伴う立会調査 (1334)

く調査期間＞

2014年 1月21日

く調査面栢＞

2.35rri 

く調査員＞

山野ケン1勘次郎．

岡本真也， I飯l:LIi抒学，固武真紀子，三好栄太郎．

く調査概要・結果＞

患嬰北地区と南地区をつなぐ赤門前の横断歩道の既設

侶号柱更新に伴う工事である．当センターと熊本県文化

課．熊本市文化振典課の三者で立会を実施した．黒嬰北

地区側歩逍上の東 トレンチと馬愛南地区側歩道上の西ト

レンチの2か所の掘削をおこなっている．東トレンチで

は当初0.8x0.8mの調壺区を設けたが既設軍柱のコン

クリー ト基礎を避けるため．北側にやや拡張し．最終的

に0.9X 1.5111の調究区となった地表下1.65mまで重機

掘削を行った結果既設逍柱と北側の大型土管敷設時の

狸土中に収まり ．全て撹乱を受けていた． 下部は柱を設

irtのために円形に掘削している．辿構は検出されなかっ

たが現代埋土中より陶磁器を数点採媒している．

写真32 東トレンチ作業風景（北東より）
` -r璽1-• ヒー"!;;;_..,` • 

第1I草調査の記録

西トレンチは lx l mの調究IX：で地表下1.25~1.45 

mで NTTのケープル4木が検出されたため．調究区を

北側に0.2m拡張したそして北端中央にケープルを

避けるようにして 1リ形の深堀を地表下l.6111までおこ

なった 全て排水i,'／i:などによる現代狸土で追物 ・辿構

は確認できず．文化）杓への影押はなかった．

写真33 東トレンチ掘削状況（西より）

写真34 西トレンチ作業風景（西より）

/・ 

• 9 i 

写真35 西ト レンチ掘削状況（南より）

且

12.（黒斐北）全学教育棟 (C棟）スロープ取設工

事に伴う立会調査 (1338)

く調査期間＞

2014if 2}-1 17 H 



く調査面稲＞

―7.68面

く調査員＞

柴II-I亮．

く調査概要 ・結果＞

ェ •j i·の主体は．スロープの新設及びアスファルト舗装

である設協個所は．全学教育棟 (C棟）の東側と西側

の2か所である最も深くなるのは基礎設齢部分あり．

0.41m程度であったすべて現代の埋土であり，埋蔵文

化財への影孵は低いと考えられたため．慎重に工事をお

こなうよう指示し，立会を終了した．

写真36 スロープ基礎設置部分掘削状況（南より）

13. （黒髪北・黒髪南）屋外サイン設置工事 に伴

う立会調査 (1339)

く調査期間＞

2014年2月17日～26日

く調査面栢＞

196ni 

く調査員＞

柴Ill、ジし．

く調査概要・結果＞

患髪北 ・南地区内に．複数のサインを設似する工事で

ある．サインの基礎設散に係る掘削であり．掘削深疫は

蔽も深いと ころで0.55mであった．掘削は全64箇所に及

ぶものの．ほとんどが現代の埋土で収まっていた．辿物

包含悩が検出されたのは黒髪北地区で4箇所．南地区で

2箇所であった

北地区は． ⑩．⑲ ⑳． C地、1・ばにおいて追物包含罰が

検出された⑩地点は．アスフ ァルトの直下に石材の建

17 

物枯礎があったそれを外したのち．地表下0.3m前後

のところで追物包含肘が検出された粕査ののち．地表

F0.55mまで恨直に掘り下げたが．辿構の検出はなく．

刊 iIi器の小片がわずかに出土したのみであった⑲地点

では地表下0.45mのところで 幅0.3m程で辿物包含／iりが

検出された O.lm程l具軍に掘り下げたが，辿構はなく

土f:ili器片が少数出土 したのみであった ⑳地点では地

表下0.35m付近で．包含陪か検出された北側0.25m程

炭は，コンクリート基礎によ って破壊されており．残存

箇所を0.2m程度掘り下げた辿構 ・辿物の検出はなかっ

た． C地点の工事は既存の看板を撤去した後同地，点

にサインを設悩するものである，掘削地点は盛土がなさ

れていたため，地表下0.4m程の掘削となった表土を

剥ぐと，赤色粒が多く iJもじる，固くしまったII魯黒色土）f-1

か検出された黒色土Irりは0.3m程炭堆稲しており．土

師器片などが検出されたたが．陪中より近・世陶器や近代

陶器管とみられるものも検出されたことから，近1仕・近

代頃の耕作土層と判断したその下部に地山が検出され，

沫，1国の結果， ピットが1基残存していた．辿梢検出而が

施工に1!il題ない深さであったため．現状保存の措骰を取

り．り』削を終了した，

写真37 ⑩地点包含尼掘削状況（南より）

写真38 ⑲地点包含屈掘削状況（南より）

第II章調査の記録
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N-C地点迫構検出状況 （東より）

写真41 E地点掘削状況 （西よ り）

写真42 ③地点掘削状況（北より

写真43

写真44

④地点掘削状況 （西よ り）

⑳地点作業風景（西より）

ゞ4

14.（黒斐北） 黒髪北倉庫A （旧外国人宿舎）改修

工事に伴う立会調査 (1340)

く調査期間＞

20l4年2月18日

く調査面栢＞

39.30nf 

く調査員＞

柴Ill 必．

第n章 調査の記録



写真45 スロープ基礎部分掘削状況 （南より）
,．ヽ て二~:

く調査概要 ・結果＞

止 Ji-の主体はスロープ新設に伴う ．抜根および掘削で

あるス ロープ基礎設i位に係る掘削の前に．掘削範圃に

あるマキを 3本伐根したそれぞれ0.35~0.?m程の41:ll削

であったが埋土内であったその後のスロープ枯礎に

係る掘削は．深さ0.5m程であり．埋」：内であった．泄l

悧刈村のコンク リー ト古蒻礎は．すべて撤去せず必災な深

さまで破壊することで対応した．埋蔵文化財に影牌はな

いと考えられたため． •I判訊に工事する よう指示 して 立

会調究を終了 した．

15. （黒艇北）黒髪北倉庫 A改修機械設備工事に

伴う立会調査 (1354)

く調査期間＞

20141J:O 3月6日

く調査面積＞

1.35m 

く調査員＞

山嬰l'• ケン 1拗次郎．

く調査概要・結果＞

黒髪北介／iltAの埋設給水配箭設似工事に伴う 立会泄l

介を尖施した．

建物内から出ている給水岱の位訊を確認するための掘

削で当初は0.6xI.Omの調査区を設定したが目 的と

す る配行が見つか らず，西へ0.5m程拡張した地表―l‘•

0.15m程で大小3つの金屈製配管が検出され．北側へ配

狩が続くとifi；測したため． さらに北へ0.6m拡張したが

確認できなかっ た 最終的に配管まわりを地表 i"0.5m

下げたと ころで目的の配管構造を確認することができ

19 

写真46 人力掘削作業風景（北西より）

写真47 掘削状況 （北より）

掘j'jljを終えた掘削は配管や南側の11!lli1，11’．の掘り方埋土に

収ま っており ．辿物や辿梢は検出されておらず．文化府

への彩押もなかった．

16.（黒髪北）備蓄倉庫新設に伴う立会調査 (1355)

く調査期間＞

2014年3月6日

く調査面積＞

52.5面 (8.91面）

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要 ・結果＞

黒嬰北地区ラグビー場南西の備裕介｝収新設にかかわる

＼グ会調査を実施した

15 X 3.5111の掘削予定範囲に北と南．そして中央の 3

か所へ．東西方向に長い3.3X 0.9111の試掘川トレ ンチを

設定．掘削した 現地は南に緩やかに領斜しているため．

北トレ ンチで地表下0.6111. 南 トレンチでは0.45111で掘削

深疫に到達 した最も深い北トレンチでも地表下0.6111

で近代瓦や鉄クズが出土しており ．埋蔵文化財には影牌

がないことが確認できた．掘i'ilJ範囲全体が撹乱挫士であ

ると判断し．地表下0.6111以上の掘削をおこなわないこ

とを指示し．立会調査を終了 した．

第Il豆調査の記録
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写真48 掘削範囲遠景 （南よ り）

写真49 北トレンチ掘削状況 （東より）

写真50 中央トレンチ掘削状況 （東より）
』

写真51 南トレンチ掘削状況 （東より）

第II章 調査の記録

17.（黒艇北）仮設駐車場取設工事に伴う立会調査

(1359) 

く調査期間＞

2014'.I，こ3月17日～3月21日

く調査面栢＞

427ni 

く調査員＞

山野ケン1幼次郎．

く調査概要 ・結果＞

・［l．場と北地区の旧テニスコー トヘの仮設駐車場設骰のた

めのフェンス基礎撤去や表土掘削などに係る立会調査を

実施した．

フェンス基礎は56本あり．全て掘方底面が地表下0.7m

利であったがクレーンにより上位から抜き取りをおこ

なうことで掘削の必要は生じなかった．確認のため．

抜き」収り後の土Ir1断而を確認したが．全て廊菜土と礫混

じりの掘り方JJll土であったまた．調壺区北側を車の出

入り 口のために地表下0.25m程南に向けて領斜するよう

掘削をおこなった．範囲が広いため．東西と中央の3か

所を試掘したが現代クラッシャーの上而までしか到達

しなかったまたテニスコート東側の石垣の撤去とそ

の周囲を東側0.3111程西側に向かって傾斜するよう掘削し

写真52 フェンス基礎抜取作業風景 （東より）
ヽヽI

写真53 フェンス基礎掘削状況（西より）

畑 -r-
』



写真54 重機掘削作業風景（北東より）

写真55 調査区北側掘削状況 （南より）

たがこちらも現代クラッシャーの表而を削るに留まっ

たいずれも辿物や辿構は検出されず．文化｝舒への影牌

はないため．•|襄重に工事を進めるよう指示し ． 立会 を終

了した．

18.（黒疑北）重要文化財五高記念館他耐展診断業

務に伴う立会調査 (1360)

く調査期間＞

2014年3月17日～19H

く調査面積＞

20.4rri (6.02111) 

く調査員＞

山野ケン協次郎，

く調査概要・結果＞

黒髪北地区の表門（通称赤l"J)．五高記念館 化学実験

棟の耐震診断と基礎構造の把握のため立会調査を実施した．

各建造物は直要文化財に指定されており．埋文担当者が終

始立会い．いずれも人力によって1伐巫に掘削を行った．

表門の立会 （①地点）では当初．北聖西側で0.9x

0.9mの調査区を設定して掘り下げたが表門コーナー

部の構造把握も必要としたため．束へ0.2X 0.4mの拡張

区を設けた この調査区北側では地表下0.36mまでは現

代埋士でその下位からは褐色の地IL1附を検出した 一
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方表[")の壁側にあたる調査区南側は基礎のための掘り

方があり ．地表下1.3m程まで現代埋土が充坦されていた

基礎は地表下0.47m で赤レンガの •j立上段を検出．上から

4段 2段 2段と階段状に下へせり出る形で利まれて

いる最下段の赤レンガの底面は地表下l.05m程でそ

こから1.3m程まで拳大のFlI礫が入っており．赤 レンガ

との間にはモルタルが敷かれていた．掘削範囲は全て基

礎の掘り方埋土内に収まり．文化｝習への彩評はなかった．

五高記念館 （②地点）は第五高等学校の旧本館にあ

たる．調壺区は建物北側の西側に， ifj北3.3111X東匹0.75

m程で設定し．一部甚礎構造の確認のため．拡張区を束

西に張り出すように設けた全体のI杓序は0.3m程まで

現代埋土で北端を除き．全体が基礎の掘り方により撹

乱を受けていた基礎は地表下0.3mで赤レンガの最」；

段を検出．上から 1段， 1段， 2段と階段状にせり出る

形で積まれている最下段の赤レンガの前．下にはモルタ

ルが敷かれ．そこから地表下0.8mまでは．せり出すよ

うな形で円礫を密に含むコンクリー ト基礎が設似され，

さらにそこから階段状に円礫コンクリート基礎が地表下

lmまで敷かれている下位の1廿礫混じりコンクリー ト

碁礎はコンク リー トが授透していないためか， Fl礫が緩

くかんだ状態である地表下 1111より下位には黒褐色の

土層が検出でき．掘削はしていないが古代の包含｝習の可

能性がある．辿物として．掘り方郡土から大屈の近代瓦

が出土したが取り上げはしなかった

化学実験場 （③地，点）では建物の東側，階段教室の南

東角 （以下南トレンチ）と実験室の外側 （以下北トレン

チ）について調査をおこなった南トレンチでは南北

1.05111 X束西0.6mの調査区を設けている地表下0.25m

で赤レンガを検出し，上から 1段． 3段と階段状にせり

出ている最下段の赤レンガ底而のレベルは地表下0.55

mで，その直下に円礫滉じりコンクリ ート基礎が少なく

とも地表下0.8mまで認められる 他の地点と異なり・

コンクリ基礎の掘方が狭く．掘り方にそのままコンク

リー トを流し込むことで施工したかのようである． I習序

は地表下0.45mで近代と思ぽしき明褐土が， 0.62111で

古代と思ぽしき黒褐土が検出された構造把握のために

若干掘方壁而となる土を削ったが，辿物は出士していな

い北トレンチは0.95mx0.9mの調査区で地表下0.35

mで赤レンガを検出した上から 1段， 3段と階段状に

せり出ている最下段の赤レンガ底而のレベルは地表下

0.61mで．その直下にFl礫混じりのコンクリート基礎が

地表下1.02mまで認められる．掘削範囲は全て基礎の掘

り方埋土内に収まり．文化It1への影牌はなかった．辿物

として近代陶磁器が数点埋土内から出土している．

第II章調査の記録
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写真56 ①地点人力掘削作業風景（北より） 写真60 ②地点掘削状況3（東より）
• ~. !. ~- —→、t...- ．、． ｀董ー ニ―`...-.'

4t 

＇呵一

写真57 ①地点掘削状況（北より） 写真61 ③地点掘削範囲 （南東より）

写真58 ②地点掘削状況1（北東よ り） 写真62 ③地点南 トレンチ掘削状況（東より）

写真59 ②地点掘削状況2（東より） 写真63 ③地点北トレンチ掘削状況 （東より）

］ 
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IIー 2 黒髪南地区 （図4参照）

1.（黒斐南）国際革新技術研究拠点施設新営工事

に伴う立会調査（試掘）

く調査期間＞

2013年4月31

く調査面梢＞

23.4 !Tl 

く調査員＞

大坪志子 ・柴田 亮．

く調査概要・結果＞

黒嬰南地区国際技術研究拠点施設新営工事に係る ． J~L!.

蔵文化財の存在状況確認の試掘調究である熊本市文化

振判課が主的でおこない、センタ ー職貝が立ち会っ た．

本調査l哀の北側に位骰する0203地点において．近•Ill: の畑

址と ILi官営硲地が検出されており．本調究区内に延びて

いる可能性が翡かったため． 3か所にトレンチを入れ．

これらの追構の広がりを確認した ① トレンチは調介区

北東隅より ．幅1.7mで匝へ7.25mの掘削をお こな¥,,.

2.83111の深さで近代墓の辿構而を検出した．辿構而は ト

レンチ西端から中ほどまでで途切れたため． トレンチの

拡張を終了した ② トレ ンチは調究区南東に．輻l.6111

で北へ3.4111の掘削をおこなった． ① トレンチの辿構而

と阿じレベルに迷しても．追梢而は検出されなかった．

① • ② トレ ンチから．近代墓群の広がりは調杏区北東側

までと1fi汲定された．

③ トレンチは調査区中央より南西に 2X2mで深 さ

2.6111の掘j'jljをおこなった． トレ ンチ北壁から底而にか

けて東側に広がる大きな撹乱が認められたため．辿構

は確認されないと判断し試掘調究を終了した

写真64 ① トレンチ作業風景 （北東より）

:¥ 
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写真65 ① トレンチ掘削状況 （東よ り

写真66 ① トレンチ南壁東端土屈断面 （北より）

写真67 ② トレンチ掘削状況 （南より）

第II菜 調査の記録





写真68 ② トレンチ東壁土腔断面 （西より）

写真69 ③ トレンチ掘削状況（南より）
- - --9ーー・• 9---+ 

...,_. j 

写真70 ③ トレンチ北壁土阿断面 （南より）

偽
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2.（黒要南）国際革新技術研究拠点施設新営に伴

う支障樹木移植等工事に伴う立会調査 (1305)

く調査期問＞

20131ド6月L7日・21EI・ 25日

く調査面栢＞

67.96n-f 

く調査員＞

大坪志子

く調査概要・結果＞

国際革新技術研究拠点施設新営工事に際し．支節とな

る樹木の移植」：事である．

掘削は移植先から11ll始 した．移植先は大きく 3か所に

わたるまず．馬嬰南地区の駐車場の北匝開駐輪場の

東側で掘削をおこなった 2x2mの範囲を地表―Fl.l

mまで掘削したが埋土内であった 過去の調究.!cji例か

らもこの深さで包含陪や辿構面が検出される ことは無

いと判断される．次に．黒嬰南地区の工場西側に位附す

る緑地僻において最も深くなる予定のフ ェンス沿いを

掘削した． J.5X 1.6mの範囲を地表下l.Omまで掘削した

が埋土内であった．周辺の移植は，これ以上深くはな

らないため．恨巫に施工する ように指磁した

写真71 移植先駐輪場東側作業風景 （北西より）

:~ ... 

写真72 移植先駐輪場東側掘削状況 （西より）

第lI章 調査の記録
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次に．インキュベーションラポラト リー施設北側の追

路を挟んだ向かいにある緑地幣において掘削をおこなっ

た． 1.6X 1.35mの範囲を地表下0.8111まで4):1!削 したが

埋こlー：内であった 他の樹木はこれ以」．．深くり：Ili'jllしないた

め ． •I襄重に施工するように指祁した．

移柏元はインキュベーションラボラトリー施設の匝

側に植栽されている樹木である．この中で 5本大邸

の樹木を選定して立会調？tをおこなった根元を附径1.2

~l.4m残しその周囲を幅約 lmで掘削した．深さは

0.8~1.3111であるいずれも坦じI：内で収ま った他の小

さな樹木はこれ以上の掘i'jllを伴わないため． t襄爪に施工
するように指祁した出土追物はない．

写真73 インキュベーションラポラトリー南西側作業風最（西より）

写真74 インキュペーションラボラトリー南西側掘削状況（北西より）

沼

3.（黒髪南）国際革新技術研究拠点施設新営その

他工事に伴う立会調査 (1309)

く調査期間＞

2013年8月8日～10月7H 

く調査面積＞

700ni 

く調査員・参加者＞

柴田亮．

第II章調査の記録

く調査概要・結果＞

本講l究は．平成24年度に計両があげられた国際，'1’,：新技

術研究拠点新設工事に先立っておこなわれた．本地、I!.（付

近では．ベンチャーラボ ・衝限極限猿檄研究実験棟及び

衝幣実験棟建設工事に伴う調究 (9909調究地、•.'.() ． イン

キュベーションボラトリー建設のための調:ft:(0203』,',]介

地点）の成果があり．明治初期ごろのIll熊本）fll務所の土

坑；；；；§群と．近世畑址が検出されることが想定された．そ

れに伴い． 4月3日に熊本市文化振判課によって試掘調

究が尖施され．土坑墓群が調究区東側に展l}flすることが

確認された．調査区の辿構は．東側の近代裕群と西側の

近世畑址に大別される．辿骨の取り上げは．」：井ヶ浜辿

跡 ・人類学ミュージアムの松下孝幸氏に依頼した．本調

究地点は緑地帯として利川されていた．表十'.l¥'1の下に．

昭和28年の白川大水害の際の砂／杓が堆栢し．その下に近

代JJI！土！門があり．辿構而に逹する．

今回の調杏で検出した主な辿構は．近代土坑磁群と近

1財IIl址である．

土坑硲は辿梢而より ．直径約1.2mで地表―I‘.l.5m程掘

り込んでいる．調査区東側に展開する．硲群は概然と並

び．南半而は特にその仰向が顕箸である人ヽti• に白色繊

維が付着している点と．埋土中に木材の残滓が部分的に

微拡ながら確認された点．及び人骨を取り上げた後に鉄

釘が検出される点から．麻のような繊維質の袋にくるん

だ後に．木桶にいれてJ里葬したものと考えられる ． JII!•非

姿勢は座位であり基本的に副葬品は出土しないが徳利

2.1位鉄製の容器囚人札．数珠等が少数出土している．

調壺区西側にJ:III址が展I}flする．辿構而は． L坑硲群と

ほぼ同一のレベルである．過去の調ィもli・例により （熊本

人学埋蔵文化財調査室年報9)．近世期の、J:Il1址と想定さ

れる．畝址は約O.l~0.2mほどの深さであり． l畝l}、1部に

砂が堆梢していたため，比較的容易に追構が検Il'1できた．

畝幅は0.3m程度である． ／1,1土辿物はほとんどないが．

わずかに陶磁器片と焦曜石片が検出された．

本iJil森地点の辿梢 は近1せ・近代を中心とする．近代の

人骨は．考古学的に状況があまり把脱されていないため．

良好な骰科である．人骨に関しては．」→．J|：ヶ浜辿跡 ・人

類学ミュージアムの松下孝幸氏． NPO 法人人類‘•;t研究

機構の松下真実氏に分析を依頼しており．本報内の際に

合わせて成果を述べる予定である．また．耕作作物に関

しても．部分的に土壌サンプルを採取しており． 今後本

報告にてその成果は報告したい．



27 

写真75 1号墓副葬品出土状況（東より） 写真79 9号墓骨壺完掘状況（北より）

写真76 65号墓人骨検出状況 （南より） 写真80 骨壺群出土状況 （北より）

写真77 21号墓人骨検出状況 （北より） 写真81 繊維検出状況 （西より）

I 

写真78 90号墓人骨検出状況（北より） 写真82 銭出土状況 （東より）

第II章 調査の記録
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写真83 囚人札出土状況 （南より）

-「r1
9' 

• 
Il
 
写真84 土坑墓群完掘状況（北より）

ー

写真85 近世畑址完掘状況（北より）

写真86 調査区南壁土庖断面（北より）

4.（黒艇南）ライフライン再生（給水設備等）エ

事に伴う立会•発掘調査 (1310)

く調査期間＞

201311~ 8月6LI~ （継続中）

く調査面稲＞

5275.6ni 

く調査員＞

大坪志子 ・11,野ケン協次郎 ・浦辻栄治 ・柴田 亮．

石祇和久 ・中村幸史郎・ 西谷彩（九•J•|•I文化財研究所） ・ 

宮崎拓（有明illlli心）．

く調査概要・結果＞

黙髪南地区の東部， 理学部棟周辺を中心に実施した排

水 ・ガス ・｛彫気．）．＇f．検口．検水楷などの整{Ilij事業である．

本事業は， 工事範囲が広く．その内容も多岐にわたるた

め．施工期間を勘案すると多地点において工事 ・立会調

究 • 発掘調究を同時進行で進行せざるをえない状況と

なったさらに．掘i'jll箇所のほとんどが古代の辿構而ま

で到達する上に．カマド付の竪穴住居址や溝が複数発見

されているため．発掘調在にも時1｛りを要した． さらに

2014年3月には古代の追構面よ り下位から縄文1時代後期

を主休とする追物包含府が確認され，その追物密度が邸

いことから泄l究対象と している．

しかし．他地区における事業と調査期間］が諏なってお

り．本センターでは当初．調査貝1名体制で臨まなけれ

ばならなかったそのため．8月21日～9月30日に九州

文化財研究所． 10月1513~ 3月31日の期間は有明測・htに

補助業務を委託した．8月～10月15日は大坪が担当．10

月15日～3月3111は山野が担当し発掘調査を実施してい

るまた．12月からii|i辻が発掘調査に加わった

調査区名については．工事範囲が広範であり．調究地

点も多いため． lu,il究尖施時に対処範囲を 6区に分割し．

さらに工事絹位節に枝番号を付した． 令li告は区師とする．

また発掘調究は2014年4月1日以降も細続して実施さ

れているが年報では2013年度調査分のみを報告するに

留めた．

発掘調究では．諏機による現代埋土の掘削後．古代の

包含府である黒褐色土の検出 ・掘削をおこない．直下の

褐色砂質土上而で古代の辿構検出をおこなったただし．

調壺区によっては古代の包含陪直上に近1止の追物を含

む暗褐色土が1l,i< J1i:．秘しているため，その検II¥・ 掘削と．
包含府上而での追構検出もおこなっている．また後述

するIIl①区における縄文時代後期辿物の包含）杓発見以後

は古代の辿構の記録保存後に褐色砂質土より下位の掘

削も実施した．

辿物として賠褐色土からは近世 ・近代の土器や金属

第II迂 調査の記録



製品．砥石．古銭．泥而子などが出土している． また．

馬褐色土および古代の辿構埋土中からは土師器． 須恵器．

鉄器．砥石などが出土している．褐色砂質土およびその

下位の陪からは縄文時代後期を中心とする土器や石器が

出土した．

[ I区］

I区は，北側に理学部号 l・ 2館．南側に理学部3号

館の校舎が位懺する校舎間の道路部分に相当する． 排水

桝（人孔）， 排水管，側溝． 集水桝．側fi'lj:等を埋設する

ための工事に伴い．立会調究 • 発掘調壺を実施した．

詞i・と人 ・車両到来の都合上．①～⑭に区分した．

次掘削で地表下0.6m~0.7rn程炭で古代の辿物包含

lf’1が確認でき地表下0.7rn~0.9m程で辿梢而である．

東西に調査区が展開する I区は．おおよそいずれの調

杏区からも古代の竪穴住居址と複数の柱穴 ・ピッ ト・

溝 • 土坑が検出された住居址は調査区が狭小で全容を

把握できるものは無かったが．組が辿存しているものも

ある．部分的に検出されたものでは硬化した床而，所

訃'l硬化而の存在で住居内と認識したものもある．これら

の追構群は途切れることなく束西に連続しており． 9811

調査地点（熊本大学埋蔵文化財調査室年報5)において

写真87 I区②完掘状況 （南より）

写真88 I区③調査完了状況（南より）

• ., 
i 

． 
～ 疇`
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写真89 I区⑤調査完了状況 （南より）

写真90 I区⑥完掘状況（東より）

写真91 I区⑦完掘状況（西より）

第II章調査の記録
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確認した染落の続きと考えられる．

全範llt1が樅乱であった調査区施工が辿構の破壊を伴

わないため辿跡を現地保存した調究区も少数ある．

写真92 I区⑧完掘状況（北西より）

写真93 I区⑫完掘状況 （東より）

写真94 I区⑳完掘状況（東より）

第1I翠調査の記録

写真95 I区⑳完掘状況（南西より ）

写真96 I区⑳完掘状況（西より）

[ IJ区］

IJliは焦嬰南地区の北束隅．理学部1・ 2号館．自然

科学研究科 ・理学部研究棟の北東側および 58サ線の道

路沿いに相当する．排水桝．排水管．側溝．ガス符．検

水柏などの埋設．およびアスファル ト舗装などのエ，：li・に

伴い．立会 • 発掘調究を実施した．

地表下0.5~0.6m程で古代の包含府が地表下0.7~0.8

m程で辿構而が認められている．また．調究区によって

は古代の包含I(1の直上に近世 ・近代の辿物を含む賠

褐色土がO.l~0.2m程堆和していたため．包含附上而で

の追構検II,iもおこなっている．

辿構としては．竪穴住居址やピット・土坑 ・柱火・溝

が確認された他地区と同様に調究区が矮小であるた

め．住屈JJI：や溝の全容把捏には至っていないが [I区南

側では北壁にf益を布する竪穴住居址が3~4基確認され

ている．これらは I区と同様に．9811調究地点で確認さ

れている 7肌紀後半～9世紀前半の集落の続きと考えら

れる 他地区の瀾究1如呆も考慇すると．年代の精介が必

要なものの．！！．＼嬰南地区の東端には広い範囲で古代の狛

落が形成されていたことが明確となったといえる．



写真97 II区①発掘作業風景（西より）

写真98 II区①完掘状況 （西より）

写真99 II区④ー2 25号住居址屯検出状況 （南より）
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写真100 II区④ー4完掘状況 （西より）

写真101 II区⑤掘削状況 （西より）

] 111 

写真102 Il区⑧完掘状況 （西より）

[ III区］

川区は黒嬰南地区の東端．理学部2号館および理学部

3 ・ 4号館の康側に相当する．排水桝．排水管．側溝．

ガス管などの埋設およぴ樹木撤去．アスフ ァル ト魯IIi装

などのT．事に伴い．立会 • 発掘調査を実施した ．

地表下0.25~0.5m程度で古代の包含府が．地表下0.4

~0.6m程で辿構而が認められたまた．Ill区北西端で

は包含府」：．而での追構検出をおこなったところ．後述す

る近泄と息われる追梢も検出している． また． Ill区南端

では近代の建物甚礎と考えられる方形を呈する石列も検

第II豆調査の記録
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写真103 田区① ・②近世溝・土坑検出状況（北西より）

写真104 田区①古代迫構検出状況 （西より）

写真105 ill区①オリーブ褐色砂阿土器出土状況 （西より）

写真106 ill区②黒褐色砂府土器出土状況 （南より）

第II章調査の記録

写真107 []]区③完掘状況 （北より）

写真108 III区⑤完掘状況 （北より）

出したが写真と簡易な測批のみに記録を留めている．

本区では辿構として． 古代の竪穴住居址やピ ッ ト• 土

坑 ．柱穴 ・溝が確認されている．また．本区北西端では．

幅約3m.北でやや西に領く古代の南北溝が検出されて

おり，この溝とほぼ同i|l|I上に近枇の溝が韮複していた．

また，この溝を切る形で近枇の大型土坑も確認されてお

り．この濶究以後古代の包含陪を形成する黙褐色土の

上而における近世辿構の検出の必要性が生じた．

また．本区における大き な成果として．縄文時代の包

含府の発見が旅げられる．上述した古代の南北溝の掘方

槌而に．ほぼ同じレベルで縄文土器が複数点検出された

ため．古代の追構而を形成している褐色砂荊を掘り下げ

たところ．地表下約0.5~1.0mで縄文時代後期前業を主

とする土器片や石器が大拡に出土したそのため．この

調査区における発見以後．褐色砂陪を掘削する必要のあ

る調究区は褐色砂附より下位の堆梢府も掘削し．縄文時

代の辿物の有無を確認する作業をおこなっている．

[IV区］

J¥I区は理学部3・ 4号館と自然科学研究科研究棟・ 実

験棟 ・ヘリウム棟の位戦する校舎間の道路部分にほぼ相

当する．排水桝． 排水笠．側溝．ガス管．点検l―lなどの
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写真109 IV区①人力掘削作業風景 （西より） 写真113 IV区③掘削状況 （南西より）

写真110 IV区①完掘状況 （西より） 写真114 IV区④完掘状況 （南より）

写真111 IV区②完掘状況（西よ り） 写真115 IV区⑤ ・⑥古代過構検出状況 （東より）

写真112 IV区③完掘状況 （西より） 写真116 IV区⑥19号住居址笥周辺 追物出土状況 （東より）

第II章調査の記録
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写真117 IV区⑥ ・⑦完掘状況（西より）

写真118 N区⑧完掘状況（西より）

埋設．および樹木抜根などの工事に伴い． 立会 • 発掘調

壺を実施した．

近世 ・近代の包含／i1であるII沼褐色土が地表下約0.4~

0.5mで検出され．地表下約0.6~0.7mで古代の包含IMに

到逹し．地表下約0.8~0.9mで古代の辿構而を検出した．

辿構として東西に長い調究区に竪穴仕居址や溝

ピット．土坑．柱穴などが複数基確認されている．

w区の多くの調究区は． III区における縄文時代の包含
／杓確認以前に発掘調究をおこなっているため．古代の追

構までを掘削するにととま ったそのため．没透井戸お

よびこれに付随する排水竹のための掘削では縄文時代の

辿跡の多くを記録しないまま破壊している可能性がある

ことを明記しておく．

[V区］

V区は黒髪南地区のI}i束側．白川沿いのヘリウム棟周

辺付近から南地区福利施設にかけてである．排水桝．排

水管．側溝ガス竹などのJ.lli設．およびアスフ ァルト施

工などの工事に伴い． 立会 • 発掘調査を実施した．

V区では南地区福利施設の北東角とヘリウム棟の1H

四角を結んだライン付近でJii市't状況が大きく異なること

が確認できた北11[llでは． IV区とほぼ同じように近

第II章調査の記録

世 ・近代の包含ll"1であるII行褐色土が地表下約O.Ll~0.5m

で検出され．地表下約0.6~0.7111で古代の包含｝科に到逹

し．地表下約0.8~0.9111で古代の辿構而を検出している．

これに対して白川右；；：：近辺にあたる南側では地表下約

l.5~ 1.7111までが．ガラスや現代瓦．赤 レンガなどを含

む現代埋士で盛土されていた．ただし． V区の最も1*i側

では現代埋土のi',：下には．黒褐色土が白川へ領斜するよ

うに堆梢しており ．古代の土器片が得られている．本1凶

の多くでは．辿構検出而は地表下約1.6~1.8mと他の地

区に比べて深く．近11|：や近代と息わしき溝やピットが検

出されているまた．調究区の一つからは年代は判然と

しないが近Ill:から近代と思われる南北に軸を持つ1i組

の溝が検出された．

写真119 V区①完掘状況 （北より）

写真120 V区③ー2石組み溝検出状況（北西より）



写真121 V区⑤重機掘削作業風景（北より）

写真122 V区⑥完掘状況 （北より）

写真123 V区⑦完掘状況 （南より）

[VIIヌ］

り区は．I―•1刀髪南地区南端に位骰し ． 水Jil！実験棟北側の換

気17と．南地区ポンプ室周りの給水符を埋設するための

T事に伴い．立会を実施した．

南地区ポンプ室周りの15X15m程の範1111を掘削してい

る． 北側と西側の一部の重機掘削に立ち会ったが 地表

下0.3~0.6m程疫の掘削ですぺて硯代挫土内に収ま っ

ている．辿物 ・辿構の検出はなく．文化）汁への影翠限は

切ないため，掘削を慎重に行うよう指小し，引き渡して

しヽる．
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V]区①掘削状況 （東より）

写真125 VI区②掘削状況 （東より）
Cで

5.（黒髪南）国際革新技術研究拠点施設新営に伴

う支障配管替に伴う立会調査 (1311)

く調査期間＞

2013:ij:. 9月24H~10月4日

く調査面稜＞

]01 m' 

く調査員＞

柴III 泥．

く調査概要・結果＞

l309調杏地点の一次掘j'jljに伴い撤去された配行の切替

」こ事である．本調査区は．1309調究地点の西側に位irtす

る．

掘削深炭は泣も深いところで地表下1.3m程であり．

いずれの地点も焦色の水成混砂陪内に収まった．辿物包

含11'71の検1,1,Iはなく ．逍構 ・辿物も認められなかった．

第II章 調査の記録
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写真126 配管部分掘削状況（北より

き:¥ 

¥ .、i

.“
 

ゥ

掘削範囲内にガス管が通っていたこともあり．掘削地、1.li

をやや米にずらすことで現状保存の措iiitを収った．2|IIl 

F1の掘削地点は埋土内で収まっている．⑭地．点は地表下

0.3mという浅い深度で．包含）1°1か検出された．梢究の

のち．0.25m程度掘り下げた深度0.55mのところで部

写真128 ⑭地点包含阿検出状況（西より）

6. （黒斐北•黒愛南）屋外サイン設置工事に伴う

立会調査 (1339)

く調査期間＞

2014(.1:: 2月l7H ~26日

く調査面栢＞

196ni 

く調査員＞

柴Il］完．

く調査概要・結果＞

黒嬰北 ・南地区内に．複数のサインを設iiItするJ:’liで

ある．サインの基礎設骰に係る掘削であり掘i'ill深炭は

蔽•も深いところで0.55111 であった． 掘削は全64箇所に及

ぶものの．ほとんどが現代の埋土で収まっていた．辿物

包含｝f’1が検出されたのは黒嬰北地区で4箇所．南地区で

2箇所であった

南地区では． ⑪ と⑭地点で包含l罰が検出された． ⑪地

•I.’I は地表下0.35111付近で包含｝何が検出された． しかし．

写真127 R地点包含層検出状況（南より）

-• ,’ '̀. J¥ミ
.jへ；1．．． こ
訊ゞ港・鳶

バ：3し叫

写真129

写真130

⑰地点掘削状況 （南西より）

¥`̀

‘,l
 

⑫地点掘削状況 （西より

第1I荏 調査の記録



分的に現代の攪乱があったものの．辿構が検出された．

検出面栢が狭く，辿梢の性格までは峻別できなかったが．

辿構検出而が施工に必要な深度を滴たしていたため．現

状保存とした．辿物は須忠器片や大型の石材が出土して

いる．

なお，包含沼 ・追構が検出された地点では．山砂を敷

くことで保護する措置を取っている．

7.（黒髪南）総合研究棟（工学系）改修工事に伴

う立会調査 (1346)

く調査期間＞

20L4年3月6日～3月17日

く調査面積＞

29.45面

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要・結果＞

総合研究棟 （工学部9号館）改修に伴い．建物周囲へ

のアルミルーパーの設樅にかかわる立会調査を実施した

掘削箇所は計10か所で 1.4mx 1.74mが7か所．2111 

X2.49mが3か所の計10か所である．掘削深度はいずれ

も0.25~0.4m程で人力掘削によりおこなった．掘削箇所

写真131 掘削状況1（北より）

写真132 掘削状況2（北より）
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は全て表土から建物の掘方埋土中に収ま っており，辿

梱・辿物は検出されず，文化）fりに彩抑はなかった．

8.（黒要南）総合研究棟（工学系）改修工事に伴

う立会調査 (1347)

く調査期間＞

2014:iF 2月26日～3月6日

く調査面積＞

132.911-f 

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要・結果＞

総合研究棟 （工学部9号館）周囲の樹木抜根．庭石撤

去機械基礎撤去などに伴う立会調資を実施した．主に

重機で掘削し，必要に応じて人力掘削をおこなった．

建物北と東の樹木抜根 （①地点）ではいずれも根本

をチェーンソウで切断した後容易に引き抜けるものは

周囲を直径 lm以内，地表下0.3~0.4m程で．煎機によ

る掘削の後に抜根したただし， 10木中2本の根につい

ては大型で抜き取りが困難だったため，周囲を0.3m程

掘り下げた後，残存する根をチェーンソウで切断した．

いずれも現代埋土内の掘削である．

建物南側の機械基礎撤去 （②地点）は3m x5.2mの

範囲で3か所の方形基礎を対象とした．甚礎を重機で破

砕し，瓦礫を取り上げたところ．地表下0.2m程の掘削

であった．

建物中央屋外広間にある庭石7つ，樹木4本の撤去 ・

抜根 （③地点）についても重機による抜き取り，除去

を行った庭石は地表下約0.5mまで埋没した 1つを除き．

全て地表下0.2m程の掘削で済んだ．樹木はいずれも0.3

m程で抜き取る ことができた．これら1廷石の除去，樹木

の抜根後縦樋および雨水排岱埋設のため全体を地表下

0.2~0.5m掘削したが 全て表士内に収まった

写真133 ①地点樹木抜根作業風景（東より）

] T 

第rr翠調査の記録
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写真134 ①地点掘削状況 （東より） 写真138 ③地点庭石撤去作業風景 （北より）

写真135 ②地点機械基礎粉砕作業風景（束より） 写真139 ③地点掘削状況（西より）

写真136 ②地点掘削状況 （東より） 写真140 ①地点アスファル ト舗装部分掘削状況 （東より）

写真137 ③地点掘削範囲全景 （西より） 写真141 ③地点縁石他舗装部分掘削状況（東より）

第rr迂 調査の記録



この他 ① ・③地点では縁石 ・インターロッキングプ

ロック舗装およびアスファル ト舗装の施工範囲について

も地表下0.1~0.25mの掘削をおこなった．辿物 ・辿構は

検出されず全掘削箇所で文化／f,1への影牌はなかった．

9 （黒髪南）総合研究棟（工学系）改修電気設備

工事に伴う立会調査 (1348)

く調査期間＞

2014年 2月27日

く調査面栢＞

48.76m' 

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要・結果＞

黒梃南地区総合研究棟 （工学部9号館）の電気等改修

にかかわる立会調究を実施した本調奔地点の掘削範囲

は1349地点の掘削範囲の一部と諏複しており．掘削深度

は後者が深いため，詳細はそちらに記載している．

10.（黒槃南）総合研究棟（工学系）改修機械設備

工事に伴う立会調査 (1349)

く調査期間＞

2014年2月27日～3月17L 

く調査面積＞

226面

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要・結果＞

総合研究棟（工学部9号） ）i1r']I囲の既設の汚水箭 ．雨水

箭 ・ドレン管 ・桝類などの撤去および新設と，実験用排

水漕の設置にかかわる立会調究を尖施した．

施工や重機の動線上の都合により．既設汚水箭 ．雨水

管 ・ドレン管 ・桝類の撒去は．建物中央屋外広間部から

幅1.5-1.8111以下で西へ約25m.そこから南西へ約 7

111.南へ約12111. さらに束へ約38m と．撤去 • 新設 ・ 埋

戻 しを繰り返しながらおこなった 一部建物からの雨

水やガス配管．ガスメーターのための掘削も同時並行で

行った また． 建物の南側では2.5X 3.5mの検水槽設槌

箇所の立会調査をおこなっている (A地点）．

管類と桝類の撤去では全て掘り方埋土に収まるよう

に重機による掘削をおこなった．建物中央屋外広間では

地表下0.4mで各種管がU＇i¥:出しており．調査区北四隅で

地表下0.9m. 南西隅で地表下l.3m，建物南側の最も深

く設置された管は1.7m程で撤去することができた．既

設管が配置されていた掘り方而は全て撹乱しており．ガ
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ラスや赤レンガ．近代瓦などが検出でき．掘削範囲はい

ずれも既設管の掘り方埋土内に収まる ことが確認できた．

また．桝についても0.8~1.7mで撤去する こと ができた．

いずれの箇所でも遺物や追構は検出されず，文化）杓への

彩脚はなかった．

検水柏設附個所の立会調究では地表下1.0m程で束

西方向のヒ ューム管が検出されており． その掘り方に

よって地表下l.3~1.5m程までは全て批乱上であった

また．調脊区の南側三分の一は約2.3mの深炭まで全て

撹乱していた．一方 北側は地表下1.5mで近世の包含

罰と息わしきII音褐色砂質土が検出されたこの包含陪は

写真142 重機掘削作業風景1（東より）

写真143 掘削状況1（西より）

写真144 掘削状況2 （西より）

第II章調査の記録
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写真145 重機掘削作業風景2 （北より） 写真149 掘削状況6 （西より）

写真146 掘削状況3 （北より） 写真150 A地点重機掘削作業風景（西より）

写真147 掘削状況4 （西より） 写真151 A地点近世包含腔検出状況 （西より）

i |r"’" 

•-

写真148 掘削状況5 （西より） 写真152 A地点掘削状況 （西より）

第Il意調査の記録



人力で掘削をおこなっており，陶磁器片．瓦片．泥而子

などが検出された而的に掘り 下げ．辿梢の確認もおこ

なったが明確な辿構は検出されなかった

11. （黒艇南）重要文化財工学部研究資料館耐震診

断業務に伴う立会調査 (1361)

く調査期間＞

2014年3月19.20日

く調査面積＞

4.0rri (0.99rri) 

く調査員＞

山野ケンI湯次郎．

く調査概要・結果＞

工学部研究資料館の耐裳診断および基礎構造の把握の

ため．本館東側入II前の立会調査を実施した． 工学部研

究賓料館は重要文化財に指定されており ．担当者が終始

立会い．人力によって1具巫に掘削をおこなった．

調壺区は入口南側角部に基礎梢造の把握のため南北

l.55111 X東西0.64mで設定した調査区北半では地表下

0.4mでおお よそ甚傑掘り方の検出而となり．地表下0.5

mで最上段の赤レンガを検出できた上から 2つずつ5

段計10段分の赤レンガが階段状にせり 出すように据え

られており．最下而のレベルは地表下0.8mであった

蚊下の赤レンガから少なくとも地表下1.09mまでは円礫

を固めたコンクリ ー ト碁礎が据えてあることが確認でき

ている．掘削は全て基礎の掘り方埋土内に収めており．

文化附には影専数はなかった．辿物は．掘り方埋七i}、J. 地

』i下0.99mで近代の1淘磁器Jillが1点出士 している． また．

掘り方の北壁には包含阿らしき 11音褐色士が地表下0.45~

0.85mまで堆和している様子が確認できたが辿物など

は出士しなかった．

掘削範囲近景（東より）

写真154

写真155

写真156
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掘削状況 1 （東よ り

掘削状況2 （北東より）

掘削状況3

第1I章 調査の記録
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II -3  本荘北地区 (l>;.(I 5参照）

1. （医病） 中央診療棟東側汚水枡蓋取設工事に伴

う立会調査 (1316)

く調査期間＞

2013年10月28日

く調査面積＞

0.5吋

く調査員＞

柴III 亮．

く調査概要・結果＞

既存の枡に盗を設附するための緊急工事である．枡を

閉じていたベニヤ板と．上に敷かれた敷き砂の撤去を

行った掘削深度は0.10~0.15cm程度で．辿構 ・辿物は

検出されなかった．

写真157 枡部分掘削状況（南より）

2.（医病）環境整備（東側駐車場等）工事（舗

装・構造物関係）に伴う立会 • 発掘調査

(1320) 

く調査期間＞

2013年11月20日～ （紺睾l|I)

く調査面積＞

3309.8面

く調査員＞

柴lll亮．

く調査概要・結果＞

1えli・内容はアスファルトiili装．側溝．ガードパイプ．

フェンス．インターロッキング等の撤去である．掘i'ill深

炭が浅いものが多く ．1321地点と調査範間がほぼ同一の

ため．詳細は1321地、1!．ての報告を参照厠いたい．

第II章調査の記録

3.（医病）環境整備（東側駐車場等） 工事（人

孔．雨水管関係）に伴う立会•発掘調査

(1321) 

く調査期間＞

2 0 1 3イ1: • 1 1月15日～ （継続I| I) 

く調査面栢＞

1637.4対 (57面）

く調査員＞

柴III 必．

く調査概要・結果＞

工事内容は既存枡 ・狩および車止めなどの障害物の撤

去と．1＂l型カルバー ト改修．人孔の新設である．調究地
点が複数におよぶため．複数lulに分けて立会調査をおこ

なった．本工事範囲の南側半而は．他の工事用地として

使川されていたため．今年度おこなわれた主な工事は．

I節唐物の撤去および門型カルバート設骰工事である． I散

害物の撤よは深いと ころで1.5m程炭の掘削であり．す

べて現代の埋土内で収まった．

l"l型カルバート設悩工事に係る掘i'illで．辿物包含陪が

検出された．梢査の結果．溝と竪穴住居址が検出された

ため．熊本市文化振興課の許可を得て発掘調査に切り杵

えたなお．1＂l型カルバート設irt工事に伴う掘削箇所は
4か所に分かれるため．便宜的に北束部を I調壺区．南

東部を II調杏区北西部をm調1t区．南西部をlV調杏IX
と呼称する．

I 調究 IX：内は大部分が後•世の樅乱を受けており ． 辿樅

而直上まで現代の埋土であり．辿構としては．溝2条と

竪穴住居J1I:3庫ト ビット 4基が検出された．3号溝と 5

号竪穴住居址は I調査区の東端に位ii/1,．する．3号溝 ．5

号住居から西側に2m程度の場所に． 6号 .8号住居お

よび7サ溝が位骰している． また． 6号住居を切る形で

7号溝が位骰する．なお．II ～ ］V調森地点については．

次年1立に；1，'，j森をおこなう予定である．

写真158 サークルベンチ撤去状況 （北東より）
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写真159 看板撤去状況（南西より） 写真162 既設管撤去状況 （東より）

-i 

写真160 L型枡撒去状況（南より）

擁壁撤去状況1 （西より）

写真161 枡撒去状況（北より）

r、い-上

写真164 擁壁撒去状況2 （西より）
il1 

第rr章 調査の記録
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写真165 I調査区掘削前全景（南より） 写真168 3号溝完掘状況（西より）

写真166 I調査区追構検出状況（西より） 写真169 3号溝• 5号住居址土層断面（西より）

写真170 6 ・ 8 ・ 9号住居址完掘状況 （西より）

写真167 I調査区完掘状況 （北より）

第II章調査の記録
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写真171 7号溝完掘状況 （西より）

写真172 7号溝追物出土状況 （北より）

写真173 住居址・溝完掘状況（西より）

第II章調査の記録

4. （医病）環境整備（東側駐車場等）工事（樹木

関係）に伴う立会 • 発掘調査 (1 322)
く調査期間＞

2013年」1月15日～細続中

く調査面稲＞

73対

く調査員＞

柴田 硲．

く調査概要・結果＞

樹木の抜根と移植をおこなう工事である．調査を実施

した地点は全てJJll土内であった作業工程上．施工でき

ない箇所は米年炭に持ち越しとなった．

写真174 移植前全景（南西より）

写真175 掘削状況（南より）



写真176 調査区中央部伐根状況 （北より）

写真177 伐根状況（南より）

写真178 伐根状況 （西より

写真179 伐根前状況（西より）
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5.（医病）作業室改修機械設備工事に伴う立会調

査 (1323)

く調査期間＞

201311:: 11 J;J 19 Fl 

く調査面稲＞

3.75対

く調査員＞

柴田硲

く調査概要・結果＞

既存管からIli./il!'.へ．埋設管をつなぐ工事である．掘削

深度は最も深いと ころで0.3m程でありすべて埋土内

であった．追構 ・辿物の検出はなかった．

写真180 埋設管部分掘削状況（北より）

6.（医病）設備管理棟ボイラー設備等工事（配管

工事）に伴う立会調査 (1324)

く調査期間＞

2013:::nu-J 19 Fl 

く調査面稲＞

17.7ni 

く調査員＞

柴田亮．

く調査概要・ 結果＞

既存ガス符をボイラー棟までイI|Iばす工事である．

調査区北而より．深疫0.8m程で地山が検出されたため．

精裔をおこな ったが辿構は認められなかったまた．

工事に必要な掘削深度が地山よりも上面であったため．

埋蔵文化財への影押はないものと判断し ． •I真重に工事す

るよう指示をしたそのほかの部分は全て埋土内であっ

た．

第n章 調査の記録
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写真181 地山検出状況（西より）
d .. 
3 

写真182 ガス管部分掘削状況 （南東より）

7.（医病）基幹整備（電気設備） 工事に伴う立会

調査 (1325)

く調査期間＞

2013年11月20日

く調査面積＞

468.l面

く調査員＞

柴I:LI 亮．

く調査概要 ・結果＞

本荘北地区の軍気設伽工事に伴う立会調究である． エ

事内容は．既存ハンドホール・外灯 ．）照明灯の撤去と．

その新設である他の工事川地が調査区の範囲にかかっ

ており 全調査を今年度中におこなうことが困難であっ

たそのため．工事ができる範囲のみを立会い．残りは

米年度に回すこととなった．掘削深度は最も深いところ

で1.5111程あったがいずれもJlll土内に収まった．

第II迂 調査の記録

写真183 既設ハンドホール撒去状況（北より）

8. （医病） 旧電話交換室改修機械設備工事に伴う

立会調査 (1326)

く調査期間＞

11月21~22日

く調査面栢＞

13.78111 

く調査員＞

柴IIIう'i;.

く調査概要 ・結果＞

既存の水近符から．旧姐話交換室に向けて新たに給水

管を通す工事である．掘削深度はiとも深いところで0.9

m程であったがいずれも現代の且11土内であり，辿物包

含）罰 ・辿構而は検出されなかった．

写真184 水道管部分掘削状況1（南より）
、l



写真185 水道管部分掘削状況2 （南より）

9.（医病）旧電話交換室改修工事に伴う立会調査

(1327) 

く調査期問＞

11月21~2211 

く調査面梢＞

36.4ni 

く調査員＞

柴田 、応

く調査概要・結果＞

既存ス ロープ基礎撤去および新設工事に伴う立会調査

である．掘削深度は舗装而より0.57mであり．いずれも

現代の埋士内で収ま った 辿構 ・辿物の検出はない

写真186 既設スロープ基礎部分掘削状況（南より）
-,I F 
J 
-i, 
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写真187 新設建物部分掘削状況（東より）

10.（医病）看護師宿舎屋外ガス配管改修工事に伴

う立会調査 (1328)

く調査期間＞

llJJ25~26B 

く調査面積＞

30.5ni 

く調査員＞

柴111克．

く調査概要・結果＞

介即iii宿舎に．既存のガス管より新たにガス管をつな

ぐl:.：Ji-である．掘削深度は浅いところで0.5111. 最も深

写真188 ガス管部分掘削状況 （南東より）

” ‘‘ 

第Il章調査の記録
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いところで1.3m程であり．いずれも現代埋土およびll_l

砂で収ま った．

11. （医病）駐車場ゲートインターホン移設工事に

伴う立会調査 (1329)

く調査期間＞

11H29日

く調査面積＞

22.6面

く調査員＞

柴111 亮．

く調査概要 ・結果＞

既存ハン ドホールより軍気線を新たに通 し．インター

ホンを移設する工事である．ハン ドホールに隣接して下

水枡が検出されたため．枡に沿 う形で笠路を掘削 した．

掘削深度は深い地点で0.8m程炭であ り．いずれもJ!［土

内であった

写真189 電気線部分掘削状況 （北東より）

r ‘■ --=-．I 

12.（医病）設備管理棟ボイラー設置等工事（重油

地下タンク更新・汚染土壌除去）に伴う立会・

発掘調査 (1333)

く調査期問＞

l)-l 17日～2月121]

く調査面租＞

92.4面

く調査員＞

柴Ill亮．

く調査概要 ・結果＞

第II豆調査の記録

エ市内容は．既存の地下タンクを撤去した後．新たな

タンクを設骰する工事と．汚染土壌を除去する工事の二

つに分けられる工事内容が二分されるため．数度に分

けて立会調究をおこなった．

地下タンクの撤去のため， タンクの周囲を幅.L.2m.

深さ3.3m程掘j'jljしたがすべて現代埋土であった地下

タンクを撒去する と， タンクの下より辿構而が部分(1りに

検出されたが．逍構は確認されなかった．タンクの深さ

が3.3mと非常に深く ．タンク周l)りがJJll土で毅われてい

たこ とから．辿構が残っている可能性は低いと判断し，

その後の工事を恨韮におこなうよう指示して立会調究を

終了した．辿物も出土していない．

汚染」 •坑の除去対象 と なる地点は． ガス管 ・ 屯気行が

多数通っており包含陪の大部分が削平されていたもの

の地表―Fo.6m付近からl豆さ 2cm程炭包含府が残っ

ていたその後梢究をおこなったところ．追構而にピッ

トが確認されたため．発掘調究に切り枠えたピッ トは

3甚検出されたが ピット内から辿物のII'1土はなく ，包

含）罰と辿構「(1jの直上から須忠器 ・1:Iiili器の細片が数、点検

出されたのみである．

写真190 作業風景（北西より）

写真191 タンク撤去状況 （東より）



写真192 汚染土壌部分迫構完掘状況 1 （南よ り）

-^  

写真193 汚染土壌部分迫構完掘状況2 （南よ り）

13.（医病）外来診療棟新営機械設備工事に伴う立

会調査 (1337)

く調査期間＞

2014年2月1OH

く調査面積＞

15面

く調査員＞

柴田亮．

く調査概要・結果＞

本調査は前年度に行われた1222調査地．点でおこなわ

れた調究の継続分となる部分的におこ なわれていな

かった箇所について立会調杏をおこなった．」．．．事内容は．

新たな雨水枡の設附と竹の接続である． このうち．排水

狩設i性に係る掘削は．深炭が浅く埋土内で収ま ったが．

雨水枡設骰に係る掘削の際に追構而を検出した．辿構而

は深炭l.3m程度で検出されたが辿構は認められなかっ

51 

たそのため．慎重に掘り下げを進め．施工必要深度の

1.7m付近まで掘削した．辿物も出土していない．

写真194 枡部分地山検出状況 （西より）

写真195 水道管部分掘削状況（西より

第1I章 調査の記録
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Il-4 本荘中地区 （図6参照）

1. （本荘中）基幹整備（自家発電設備） 工事（地

下 タンク） に伴う立会調査 (1317)

く調査期間＞

2013:i.ド11月l日～12月18日

く調査面栢＞

100.lnf 

く調査員＞

柴田 ・プし．

く調査概要・結果＞

調究地点は．本荘中地区の東端の生命骰源研究 ・支援

センターに隣接する本調究は地下タンクの新設に先

立つ調究である． 1318・ 1317調究地点が1森接するため．

一括で発掘調査をおこなった．本荘中地Ix．．では．1106・ 

L223調在地点などでまとまった而和の調森がおこなわれ

ており．古墳 ・古代期の溝や住居J北が検出されているが

調究位附は本荘中地区の中央部に集中していたそのた

め．本調究地点の位附する中地区東側は調引t事例が少な

＜．辿構の辿存状態は不透明であった．加えて建物に

憐接しているため．辿構の残存状況が懸念された．

調究区内は．生命骰源研究・ 支援センターより約2m

程度．建物の掘り方によって批乱を受けていた．

1 ・ 2陪はアスファルトおよび砕石であり．その下に

現代郡土 (3附）が堆和する．またその下部には． 4

}¥'1 : II行褐色土陪があり ．5陪：褐色土｝11.6)M:地111と

堆梢する．4附が中近枇．5）杓が古代の追物包含陪であ

る．

辿構は．竪穴住居址2基． i,'I;-．5条とビット等が検出さ

れた．

5号 ・17号住居址はともに16サ溝に切られる． 5号住

居址は硬化而が残り． 土師器や須忠器の小片が出土した．

17号住居址は5号住居を切っており．硬化而は残ってい

ない． 16・ 11 ・ 10号溝の3つの溝は．溝の方向 ・堀り方

はほぼ同一であるが． ilI;•J』!•土の堆梢状況から．使川時期

が3つに大別されると考えられた出土辿物から1時期幅

が広いものと想定されたため．それぞれ別の溝として取

り扱ったこれらの溝は．ほぼ南北哨l|lに沿って形成され

ている．

蔽も古い溝は地山より掘り込まれる16号溝である．

土師器 ・ 須俎器とともに獣骨•も出土している． 11号溝は

5Mから掘り込まれるである． 11サ溝の底而は硬化して

おり．プロック状になるものも確認されたその後4/N

Jii'．秘後． 10号溝が形成される．10サ溝の底も硬化してお

第Il章調査の記録

り．底l面で獣骨がまとまって検出された．瓦質土器など

が出土したことから．中近枇期に屈するものと考えられ

る．L9号溝は16サ溝以前に形成された溝である．束西軸

に延びており．西から東にかけて大きく広がっている．

古代の須也器 ・土師器が多く出土しており．底而は極め

て硬化していた．

写真196 調査前全娯（北より）

写真197 10号溝検出状況（北西より）

写真198 10号溝迫物出土状況 （北より）
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図6 本荘中・南地区における調査地点配置図 (1/2000) 
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写真199 10号溝獣骨出土状況 （東より）

写真200 10号溝獣骨出土状況（西より）

写真201 11号溝獣骨出土状況 （西より）

写真202 逍構検出状況 （北東よ り）

第11章調査の記録

写真203 溝完掘状況 （北より）

写真204 1 0 ・ 11 ・ 1 6号溝土恩断面 （北より）

写真205 作業風景 （南より）

2 （本荘中）基幹整備（自家発電設備） 工事（発

電機設備）に伴う立会調査 (1318)

く調査期間＞

2013{Fl1月1Fl~l2JJ l81=J 

く調査面積＞

236.4nf 

く調査員＞

柴田兄．

く調査概要・結果＞

調査地点は． 1317地、1,',(の北側に隣接する．工事の主体



は発危機設備工廿i・である調査区内は， 1317調究地点と

同様に生命骰源研究 ・支援センタ ーより約 2m程度

建物の掘り方によって樅乱を受けている． また後世の

削平を箸しく受けており ，追物包含／界はわずかしか残存

していなかったものの．辿梢の辿存状態は良好であり ．

・住居よ11:24基とピットが多数検出されている．

18号住居址は 1 辺2.3m の小形住居h|• で，ほぼ3連1h を

北の方位に合わせて建てられている．硬化lhiは2附確認

できたが箔は検／1'1されなかった．辿物は少なく ，土師

稲 ・須恵器が出土したのみである．18号住居J・化の直下か

ら． l辺 2m程度の］71号住居址が検出された．18号住

居址よりも一回り 小型であるが主l|iliはほぼ同一である．

住居址北西隅に砂岩の破片ととも に焼土が散らばってお

り．筍が破損したものと考えられる．硬化而もJ旱く形成

されていた．辿物は古代の土師器 ・須忍器が少数見つ

かっただけである 171号1主居址を廃絶後． 18号住居址

を追りなおしたものと考えられる．

175 ・ 174 ・ 217 ・ 219 ・ 216 ・ 215号住居址群は．調奔区

北東部に位低し， l辺約2.3-2.5mである．ほぼ同一の

プランと方向を示し同地点で何度も建て替えている．

披も新しいものは175号住居址である．175号住居址には．

破拍した箔址があり，焼：I：： も確認されている．

写頁206 遺構検出状況（北より）

写真207 完掘状況（北東よ り）
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写真208 18号住居址硬化面検出状況 （南より）

写真209 171号住居址硬化面検出状況 （北より）

写真210 18・171号住居址土恩断面 （西より）

写真211 171号住居址完掘状況（南東より）

第Il章調査の記録
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写真212 174号住居址硬化面検出状況 （北より）

写真213 175号住居址硬化面検出状況 （北より）

写真214 217 ・ 219号住居址完掘状況 （北より）

写真215 299号住居址珂土阿断面 （東より）

第II章調査の記録

3.（本荘中）基幹整備（自家発電設備）工事（埋

設配管）に伴う立会調査 (1319)

く調査期間＞

2013年11月1l=I ~ 12月18日

く調査面積＞

155.9面

く調査員＞

柴田亮．

く調査概要 ・結果＞

本調究地点は先述した1317・ 1318調査地点の外周に位

骰しており ．工事主体は埋設配管を施工するものである．

調壺範囲は1317・ 1318調究地点に含まれるため． 調究結

果はそちらを参！！（り領いたい．

4.（本荘中）国際先端医学研究拠点新営電気設備

工事に伴う立会調査 (1331)

く調査期間＞

12月9日～ 1月14I] 

く調査面積＞

83.51面

く調査員＞

柴田亮．

く調査概要・結果＞

先に調森がおこなわれた国際先端医学研究拠点に係る

池気設備工事である．濶究地点が複数あるため．数度に

分けて立会を実施したいずれも建物に隣接するかたち

でハン ドホールを新設し．「じ気管を通す工事である．ikli

削深度は， 深いところで1.3mでありすべて現代の造

成土および山砂であった．

写真216 電気管部分掘削状況1 （南より）



5.（本荘中）国際先端医学研究拠点新営電気設備

工事に伴う立会調査 (1332)

く調査期間＞

12月9日～3月12日

く調査面栢＞

235.45ボ

く調査員＞

山野ケン1場次郎 ・柴田 亮．

く調査概要・結果＞

国際先端医学研究拠点新営に係る俎気設備工事である．

1331調査地点と同様の工事であるため會並行して立会調

査をおこなったハンドホールを新設し．既存の屯気箭

につなげる工事である最も深い地．点で0.98m程炭掘削

したが現代狸土内であったまたその他の地点もす

べて現代埋上内であったため．立会調奔を終了した．

また． I災学部ポンプ室周辺のI益外通信線路の立会調査

を実施している（②地点）．掘i'illは．南西から北東に長

く北西方向に膨らむ全長約25m.1l1f.i約0.7mの調査範囲で．

巫機により全体を地表下0.5~0.65111まで掘削した全て

現代埋士であり．姐物 ・追構は確認できず．文化It1への

影翻は認められなし‘・

追加工事として国際先端l仮学研究拠点施設 (1223調

査地点）の周圃の配管および検水梢の新設がある．ただ

し．多くは既発掘調査範囲 0130・ 1205 ・ 1223調究地

点）におさまるため．新規掘削となる南西隅の消火配行

および西端の汚水 ・雨水排水配笠に1・見わる掘削のみ立会

調壺を実施した

消火配箭にかかわる掘削では2.5X0.9111の トレンチを

設定． l虹側に地表下0.5111 で既設消火配管を確認し． J~;j

囲を掘り下げ． i！とも深い南側では地表下0.8m掘削した

いずれも現代埋土であり．辿物 ・逍構は検出されず．文

化陪への影牌もなかった．

汚水・雨水排水配管にかかわる吃会調査では．約 2x

2mの方形トレンチの東側に0.8X 2 111の長方形の トレ

ンチが付随する凸形の調査区の掘削を実施している (A

地点）．韮機による掘削をおこなったところ，地表下0.7

~1.3mの深さで南北方向にガスや排水の既設菅が計 7

本確認できたこの既設管の掘り方により束側で地表下

約0.9m. 西側では地表下約1.8mまで現代埋土が堆栢し

ていた．調査区中央より東側では地表下0.9111程まで

掘i'jilしたところ近枇の包含／晋らしきII沿褐色土が検出され

た．掘削予定深度が地表下l.5mであったため，施工範

囲の南北2m．東西0.8111のみを人）Jで掘削した II音褐

色土からは近Ill:・近代の陶磁樅片が． さらに地表下約1.2

mで検出された黒褐色土からは古代の土r:ili器 ・須恵器片

57 

写真217 電気管部分掘削状況2 （南より）

写真218 通信線路部分作業風景（南よ り）

写真219 通信線路部分掘削状況（南西より）

が少拡得られた．

また地表下1.5mで黄褐色土が検出されたため，こ

の上而で逍構検出をお こな ったが辿構は確認されな

かった．掘削が施工深度まで到達したため．慎直に工事

を進めるよう指示し，立会調査を終了した．

第II章調査の記録
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消火配管部分作業風景（東より）

写真221 消火配管部分掘削状況（北東より）

写真222 A地点作業風景（南より）

写真223 A地点掘削状況 （北西より）

第II栞 調査の記録

写真224 A地点追構面検出状況 （北東より）

-̀-

6.（本荘中他）基幹整備（給水設備等）工事（本

荘中地区分）に伴う立会調査 (1345)

く調査期間＞

2014年2月2511~3月241:I

く調査面積＞

826面

く調査員＞

山野ケン1/j)i次郎．

く調査概要 ・結果＞

医学部の基幹整備に係わる工事で．排水 ・給水 ・軍気

配管等の新設および支齢樹木撤去．アスファルト舗装．

フェンス基礎などが含まれる．

本荘中地区の南西角．I戻学部ポンプ室まわりでは．ア

スファル ト舗装に先立つ支1僻樹木撤去の立会調究をおこ

なった．掘削箇所は全て地表下0.9~1.lmまで現代埋土

しか確認できず．抜根後の粕究でも掘削而からビニール

や現代瓦片が出土したまたポンプ室周辺を地表下0.4

mまで98面の範囲で掘j'jljする計画であったが 1332調杏

地点の成呆も力II味すると．包含陪の検出される深度では

ないため．それ以上の掘j'jljをおこなわないよう指示し．

引き渡したまた．この他ポンプ室周辺に屋外給水・排

水・地気配管およびiiり火腎ハンドホールの設li/i:箇所に

ついては．いずれも地表―ド0.4~06mと掘削深度が浅い

ため．上記の理山から恨韮に掘削をするように指示し．

受け渡したただし｝せ外排水の桝の設骰箇所が地表下

l.lmの掘削深度であるため．立会のもと掘削を行うよ

う指示していたが菜者および施設担当者の失念により

工事立会をおこなうことなく ．施工を完了していた

よって．絨水器 ・ハンドホールの埋設箇所8ni(lil6-

1345)は．埋蔵文化財の記録保存がおこなわれることな

く破壊された可能性があることを明記しておく．

また，本荘中地区の周囲をめぐる屋外給水・ガス ・軍

気配管の設骰に伴う立会を実施した．掘削深度は0.65~



0.9mであり．包含陪の掘削が懸念されたため， 一定llil

隔で21か所に1.5X 1.5m程の試掘 トレンチを設けた．本

荘中地区の西側 （試掘トレンチ 1~21)では．掘削深炭

が0.7~0.75 m であり． 全てが現代」~I!•土であ っ たただし．

試拙 トレンチ 8では地表下0.9mで近祉 らしき包含J,;,1

が検出されており．」．．而からば此永通宝が 1,1:i：出←-I・・.して

いるまた．本荘中地区東側の試掘 トレ ンチ11では．地

衷 l'"0.55~0.65mで近世辿物を少批含む賠褐色の追物包

含1f1が検出された．そのため．このトレンチを束西に拡

張し．掘削深度である地』ぐ下0.7mまで人力による掘り

ドげをおこない ， 追物を収り l••けtた． この他の地点では，

試掘トレンチ15や18などで深いところで地表 ド0.8~

0.9mの掘削をおこな ったが全て現代埋土で．近・Ill:・

近代の陶磁器片が出土するのみだった全ての試掘トレ

ンチで辿構の検出はなく ．文化府に影牌はなかったため．

各地点の掘削予定深度を越えないよう指示 し．終了 した

写真225 樹木撤去部分作業風景 （南東より）

｀ 

写真226 樹木撒去部分掘削状況（北より）

写真227

写真228

写真229

試掘 トレンチ2掘削状況 （東より）

l 

！ 

'i 
IL... 

試掘 トレンチ8掘削状況（北西より）

試掘トレンチ11作業風景（南西より）
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写真230 試掘 トレンチ11掘削状況 （南東より）

噸
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写真231 試掘トレンチ18掘削状況 （南より）

Il -5  大江地区 （薬学部） （図7参照）

1.（大江北）薬学部倉庫1とりこわし工事に伴う

立会調査 (1308)

く調査期間＞

2013'.fj: 7月19日

く調査面積＞

47.03面

く調査員＞

柴田光．

く調査概要・結果＞

薬学部危lI.IIの取り壊しに係る立会調査である．建物自

体が縁石に仕切られた緑地幣にあり．建物の床而が盛土

により．アスファルト部分から0.2mほど上に位,;1,'.して

いる状態であったことと．掘削深度が0.65m程度であっ

たことから，追構 ・追物ともに検出されなかった．J肌蔵

写真232 作業風景（東よ り）y---~· ...., 
”人．．， て

写真233 建物基礎部分掘削状況（南より）
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ー
．
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図7 大江地区（薬学部）における調査地点配置図 (1/2000) 
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文化財には影評がないものと考え．工事関係者に似．諏に

工事するように指示して立会調査を終了した．

写真234 建物基礎部分堀削状況 （東より）
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2.（大江北）薬学部北門入口胸像設置工事に伴う

立会調査 (1356)

く調査期間＞

2014年3月7日

く調査面積＞

10.2面

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要・結果＞

大江北の北1"]入口西側への胸像設悩の基礎施工にかか

わる立会調贅を実施した．

一部法而をつけるために当初予定より拡張し．3.5X 

2.9mの調査区を設似した．高さlm程のマウンドの束

据にあたり．西側で地表下0.75m.東側で0.2m程掘 り下

げた 全て円礫混土で．近代瓦やガラスが視入しており．

マウンドが現代の盛土である ことがわかった辿物や辿

構は検出されず．文化層への影牌はなかった．

第II奎調査の記録
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写真235 作業風景（西より） 写真237 作業風景（東より）

写真236 掘削状況（南西より）

.』-Fア~-- f.1＂ぷ 匹か

3.（大江北）備蓄倉庫新設に伴う立会調査 (1357)

く調査期間＞

2014年3月7[I 

く調査面栢＞

2lrri 

く調査員＞

山野ケン1拗次郎．

く調査概要 ・結果＞

大江北の休脊館北側に設附予定の1lii滞倉）ボの基礎施工

にかかわる立会調究を実施した．

掘削範圃は7x3mの東西に長い長方形だが中央部

は後述する1358調査地点の立会調壺により地表下0.5111

まで文化府に影牌がないことが把握できていたため．調

←介区の西端と束端に東西0.8111X南北3mの試掘トレン

チを設けて対処した．府J茅は上から腐業土．砂混灰i'f土．

炭枇II名褐土で地表下0.55mまでガラス片が確認でき．

全て現代埋土であったまた．念のため調査区全体の掘

削後にも確認をおこなったがいずれも現代埋土内に収

まっており ．辿構 ・辿物は検出されなかった．

窃音
筋音

・モ9r

写真238 掘削状況 （東より）

芯
工
W

4.（大江北）支障樹木撤去に伴う立会調査 (1358)

く調査期間＞

2014年3月71―|

く調査面柏＞

3.6ni 

く調査員＞

山野ケン1傷次郎．

く調査概要 ・結果＞

大江北の体脊館北側の支1旅樹木抜根にかかわる立会調

写真239 作業風景（北西より）

l ! . / 

斤吉防
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掘削状況 （北西より）

査を実施した．

支障樹木は 3本で韮機によって根の周りを円形に地

表下0.5111程まで掘り下げた後抜根したそれぞれ． l．2

xl.2m. 0.8Xl.5rn. O.Sxl.2111の範皿を11iIi削した．

全て現代埋土であり ．辿物 ・辿構は検出されず，

陪への影評は一切なかった．

文化

5.（大江北） PHS更改工事に伴う立会調査 (1335)

く調査期間＞

2014:if 1月31日

く調査面積＞

0.64ni 

く調査員＞

柴田亮

く調査概要・結果＞

既存のコンクリ ー ト柱の抜収と．同箇所に柱を新設す

る工事である．具体的な工事内容は，柱の周りを幅0.3

m程炭．深さ0.7~0.9m前後掘削し．基礎を磁出させた

後クレーンによる抜収り．その後．柱の1氏の部分から．

大型の掘削機によってさらに0.2mほど掘り下げるもの

である，屯柱の底が埋土内であったこと．湛柱の底は地

写真241 作業風景（西より）

63 

写真242 掘削状況 （北より

表下より 2m程下であることから・ }.lli蔵文化財への影脚

はないものと判断し，恨巫に工事するように指示して寸

会調査を終了した．

6.（黒髭南他）都市ガスメーター取替工事に伴う

立会調査 (1363)

く調査期間＞

2014年3月28EI

く調査面積＞

1.365面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

薬学部の大学院実験研究棟と放射性同位元素総合研究

施設にガスメ ーターを取り付けるための］．．．事である．

大学院実験研究棟北側と，放射性l司位元索総合研究施

設の南側において建物に引き込まれている既設管を検

出し，建物の盛際で分岐させる工事である．

大学院実験研究棟では1.0xl.4mの範I}11を深さ0.93111

まで放射性同位元素総合研究施設では］．．3X 1.45mの範

囲を深さ0.75mまで掘削したいずれも埋土内であり ．

辿梢 ．辿物の検出はなかった．

写真243 大学院実験研究棟北側作業風景（東よ り）

落 --
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写真244 大学院実験研究棟北側掘削状況（北より）

写真245 放射性同位元素総合研究施設棟南側作業風景 （南西より）

写真246 放射性同位元素総合研究施設棟南側掘削状況 （南より）

!.!I!:ー、.;:、 ‘・， ・ヽ
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Il -6  京町地区 （図8参照）

1.（京町）教育学部附属中学校門扉改修工事に伴

う立会調査 (1341)

く調査期間＞

20141J:: 2 J J 2111 

く調査面和＞

20ni (1.75面）

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

附属中学校の．jfl"ll"l扉について．既設のl"l扉基礎を撤

去し． 新しく改修するこ［．．事である ． 現在設j~i: している 1111

扉の基礎コンクリー トを破砕し．下の砕石上而まで掘削

した．既設l"l扉の掘削範1)t1内に収まり ．包含／杓や辿構而

に達することはなかった．

写真247 作業風棄（南より）

写真248 掘削状況（南より）



図8 京町地区における調査地点配臨図 (1/3000) 
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2 （京町）教育学部附属小学校体育館改修その他

工事に伴う立会•発掘調査 (1342)

く調査期間＞

2014q-r：：： 2月25日・3月13~14日・17H 

く調査面積＞

48.7面

写真249 校舎北側作業風景（北よ り）--

写真250 過構面（ローム）検出状況（南より）

rl : ¥-05-池竺］とュ圧
”~’ 

く調査員＞

大坪志子

0 IOOm 
I ’I  

く調査概要・結果＞

65 

小学校校舎から体育館を繋ぐ， 遣気配線と外灯渭支t性の

ための工事である．

小学校校舎と体育館を繋ぐ配線部では地表下0.3~

写真251 外灯基礎掘削作業風景（西より）

写真252 外灯基礎部掘削状況 （西より）
---- - -、9
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0.4mで追構而である地,1,(ローム）f1)を検出した．小さ

なピ ッ ト状の窪みが数11~1検出された． 辿物の出土はない．

体脊館南束隅の外灯設ii/i:l叉liは．既設の外灯を撤去し

た跡でおこなった地表 n.2mまで掘削したが既設

外灯の掘り）I内に収ま った．辿構 ・辿物ともに確認され

なかった．

3 （京町）教育学部附属小学校体育館改修その他

工事（機械設備工事） に伴う立会調査 (1343)

く調査期間＞

2014．イド2J-J251:I. 3 JJ L2~13II 

く調査面柄＞

588.0ni 

く調査員＞

大坪志了・.

く調査概要・結果＞

体脊館周辺に削火狩 ・給水狩 ・排水狩を敷設する工事

である．

消火竹は． i尉気」→• 9li• とほぼ屯複するルートで掘削した．

体育館の北西部では地表下0.6mほど掘削したが体育

館建設時の掘り方内であり辿構 ・追物の検出はなかった．

給水管は小学校校舎から休宥舟＇ i西側．南側をめぐり．

写真253 消火管掘削作業風景 （西より）

写真254 消火管掘削状況 （西よ り）

:・-

第II章調査の記録

体育館の東南側までの範囲である小学校校令から1本宥

館西側では．辿構而である地111（ローム11'1)が0.3~0.6

mで検出されたビ ット状の窪みが1個検出されたが．

ほかに追構は検出されなかった．体育館南西側と南恨l)で

5か所の試掘をおこない．}IIヒI：内に収まることを確認し

た．体育館南東部は排水符とほぼ屯複する箇所で排水符

の試掘を参考とした．j！I!+．内に収まることを確認した．

辿構 ・辿物の検出はない．

排水行は小学校校舎北東隅から体宥館北西隅を繋ぐ

ルー トと．および1本宥館西側 ・南側 ・東側にはしご状に

配：西し． グラン ド東部を迎って敷地1H束隅の排水桝まで

繋ぐルートである．

小学校 ・体脊館を繋ぐルー トはおおむね虚気および

消化箭と重複するため同IIかに掘i'illしている．小学校校舎

北東隅から北に延びる1芍路では 一部で辿構l(liを検II'， し

たが追構は確認されなかった 1本脊館西側は．庇基礎

や洗い場などと同時に掘削をおこない確認した．辿構而

を検出したが辿構は確認されなかった．南側は給水竹

とあわせて試掘したが j」日：内に収まることを確認した．

休育館東側では2か所で試掘をおこなったがこち らも

埋土内で収まることを確認した．

写真255 体育館西側給水管掘削状況 （南より）
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写真256 体育館西側給水管作業風景（南西より）
,. ~ ~ ・ --・・-
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体育館南東隅から敷地南東隅までの．グランドを通る

ルートは北から掘削をおこなった 北の起点では深さは

地表下1.3m,終点では地表下 2111の勾配が付く．

トの北半部分では辿構而が検出されたが辿構は確認さ

れなかった．南半は．IFI建物の跡が残っているなど撹乱

を受けており狸土内で桝設似部分では地山を検出する

箇所も あったが．逍構は確認されなかった．終点では辿

構而を確認したが．辿構は確認されなかった．辿物の出

士もなし．

ルー

写真260 体育館東側排水管掘削状況 （南より）

----．利芦：：：曰▼．s：ぷ

＇` ．
 写真257 体育館南東給水管掘削作業風景 （北西より） 写真261

1ヽ
,• 

r.1』

999•一 ，＿，ー·9-" 砧h

排水管掘削状況1

． 

（南より）

写真258 体育館南東給水管試掘状況 （北西より）

写真259 体育館東側排水管掘削作業風景

S! 
（南より）

写真262 排水管掘削状況2 （北より）

写真263 排水管掘削状況3 （北より）

a.』・
ト
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4.（京町）教育学部附属小学校体育館改修その他

工事に伴う立会調査 (1344)

く調査期問＞

2014年2月2411

く調査面和＞

702.9ni 

く調査員＞

大坪志子

く調査概要・結果＞

附属小学校B棟東側と1本育館西側に植栽されている

樹木が支1僻となるため撤去した．校舎側の樹木抜根は．

2.4 X2.5mの範囲を地表下0.9mまで掘削した．途中．地

山 （辿構而）であるローム）名が検出されたが． 一度掘り

起こしたと考えられる状態であった辿構は検出されな

かった体育館北西に位骰する樹木は2.5X2.5mの範間

を掘削した地表下0.3mでローム）習を検出したが．辿

構は検出されなかった．体育館西側に植栽されていた樹

木は．水飲楊の基礎掘削と一緒に撤去した水飲場は地

表下0.4m程度で辿構面を検出したが追構 ・辿物は検

出されなかった．

休育館西側に設骰する足洗場の基礎掘削をおこなった．

地表下0.4~0.5mで辿構而を検出したが追構・辿物は

写真264 体育館北西側作業風景（西より）

写真265 校舎側掘削状況（東より）

写真266 体育館北西側掘削状況 （西より）
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写真267 体育館西側樹木撒去・水飲場掘削状況（北より）

-
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写真268 足洗い場掘削状況 （南より）

写真269 屋外階段甚礎部作業風景（北より）
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写真270

写真271

写真272

写真273

屋外階段基礎部掘削状況 （北より）

ぷ

タイヤ撤去作業風景 （北より）

タイヤ撤去状況 （北より）

？ 

庇基礎 1作業風景（北より）
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写真274 庇基礎 1掘削状況 （西より）

写真275 庇基礎体育館南側掘削状況（南東よ り）
―--',.．--9,. 1 ; 
-心亭9
・・グ＂

確認されなかった．

休育餡北東部に設置する屋外階段の基礎設骰予定箇所

を設附するため掘削をおこなった体育館建設時の掘り

方の範囲内であったと考えられる．埋土内で収まり，包

含I罰・逍構而は検出されなかった．

遊具）：11のタイ ヤを撤去した 周餌を掘削することなく ，

ワイヤ ーを掛けて引き抜いた．辿構・逍物の検出はな

かった

体育館西側と南側に庇を設置するため，庇の支柱基礎

部を掘削した．体育館西側では 2x2m前後の基礎部を

8箇所体育館南側では6箇所設i怪予定である．体育館

西側では，地表下0.4-0.6111で辿構而を検出したが，辿

梢は確認されなかった． 1本育館南側は，屋外階段やス

ロープ設樅箇所と併せて掘削したが，樅乱を受けており

迎土内で収まった

5.（京町） 支障樹木撤去に伴う立会調査 (1350)

く調査期間＞

2014年2月28日

く調査面積＞

40.6,ri 

第n章 調査の記録
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く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

京町地区において附屈小学校と中学校において備祐介

Jillを設似するにあたり．支I?；1となる樹木の撤去をおこ

なった

小学校側では．チェーンソウで解休しつつ．樹木の周

囲を地表下0.6~0.7m掘削するなどして 3本の樹木撤去

を行った もっとも深いとろでは地表下l.Omまで掘削

したが埋土内であった中学校イl[I)も同様に． 3本の樹木

の周囲を地表下0.6~0.7m掘削して撤去をおこなった．

小学校側掘削前状況（北より）

写真277 撒去状況（西より）

マ3

写真278 中学校側掘削前状況 （南より）

第II章 調査の記録

写真279 撤去状況（南より）

埋土内でおさまった．樹根の匝下部分において地表下

0.9~1.0mでは一部辿構而であるローム府を確認したが

それ以上の掘削は無く．辿構 ・辿物も検出されなかった．

6.（京町）備蓄倉庫新設に伴う立会調査 (1351)

く調査期間＞

201411:: 3 n 10「l
く調査面栢＞

49nf 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

原町地Iiの 2 箇所に災せ；••川の備裕介／車を新設するため

の立会調介である．

小学校側では．敷地協会の塀から1.3m南側で3.7X7.3 

mの範囲を掘削した地表下0.7rnで地山となるローム

／円を検出したが．樅乱されており ．全体として埋土内で

あった．辿構 ・辿物の検出はない．

中学校側は． コンピューター棟の北西部．民家との境

界フェンスに沿って．3.2X6.8mの範囲を掘削したこ

こでは 3箇所のトレンチを設定して掘削をおこなった．

写真280

'-・・
小学校側作業風景（北東より）

ヘゞ． 



写真281 小学校側掘削状況 （東より）

写真282 中学校側作業風景 （北東よ り）

写真283 中学校側北側 トレンチ掘削状況（東よ り）

西側 （フェンス）の地表が高くなっており．東側の地表

を非準とすると地表下0.5mの掘削である．いずれの地

）．＇r.も挫土内であり．辿構 ，迫物の検出はなかった．

7.（京町）教育学部附属中学校卒業記念時計台設

置工事に伴う立会調査 (1362)

く調査期間＞

2014年3月27日

く調査面租＞

1.44面

く調査員＞

111野ケン陽次郎．

く調査概要・結果＞

71 

京1l「［の南l"l西側の時計台設悩にかかわる立会調壺を重

機掘削によりおこなった．

掘削範圃はl.2xl.2mで掘削深度は lrnであった掘

削箇所は自然地形より 1Ill程盛土されていた．掘削箇所

の形li.；は上から表土． 山砂． 黒褐色の現代埋土の順で堆

栢しており．地表下1.05mまでガラスの混じる現代迎土

であった．辿構 ・辿物は検出できず．文化陪への影押も

なかった．

写真284 作業風景（北西より）
.. ` . -．―― 

写真285 掘削状況 （北より）
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IIー 7 城東地区

1.（城東）教育学部附属幼稚園管理棟等改修その

他工事に伴う立会調査 (1330)

く調査期問＞

11月2811~2JJ71」

く調査面和＞

208.49ni 

く調査員＞

柴111 光．

く調査概要・結果＞

教脊学部附屈幼稚園の改修工事である．調査地点が複

数におよぶため．数lOlに分けて立会調究をおこなった．

主なこ「．事内容は改修工’liに伴う建物基礎設骰と屯気設

iiiに「事である．J,騒礎設iiitに伴う掘削深度は．i1とも深い地

•1ばで1.3111 程度あるがいずれの地点も現代埋土および

水成の黒色混砂陪であり．辿物 ・辿構の検出はなかった．

軍気設備に係る掘削は．後述する1336調査地点と並行し

て立会調査をおこなった．深い地点でl.1111程掘削したが

いずれも現代j里土であった．このため．工事を似団に行

うよう指示し 立会調究を終了した．

写真286 建物基礎部分掘削状況1 （東より）

と ー .`......

写真287 建物基礎部分掘削状況2 （東より）

、ii

第ll江調査の記録

写真288 建物基礎部分掘削状況3 （東より）

2.（城東）教育学部附属幼稚園管理棟等改修その

他工事（機械設備工事）に伴う立会調査(1336)

く調査期間＞

2月5H 

く調査面稲＞

529.ln-i 

く調査員＞

柴田 充．

く調査概要・結果＞

附屈幼稚園の改修に伴う機械設備工事である．給排

水 ・ガス工事など工事内容は多岐におよび掘削而梢も

多いため．掘削予定部分に25か所の試掘をおこない．立

会調究をおこなった．掘削深度は最も深いもので1.2m

であるがいずれも現代埋土および黒色の水成砂府であ

り．包含／晋 ・辿構の検出は認められなかった．このため．

文化財への影評はないと判断し．立会調査を終了した．

写真289 電気管部分掘削状況（東より）



写真290

写真291

水道管部分掘削状況 （南よ り）

., .. 

ガス管部分掘削状況 （北よ り）

3.（城東）教育学部附属幼稚園ブロック塀改修工

事に伴う立会調査 (1352)

く調査期間＞

2014'.イド 2月28FI

く調査面積＞

272 n-’ 

く調査員＞

柴Ill光．

く調査概要・結果＞

附属幼稚園の周りのプロック塀を改修する1'．事である．

掘削は深さ0.8m程炭であったがすべて現代の且1!._|：内

であったそのため．‘|襄誼に工事するように指示 し．

会調奔を終了した．

写真292 ③地点掘削状況 （南より）

写真293 ⑤地点掘削状況 （東よ り）
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2013年度は設立2年目の埋蔵文化財調査センター（以下 「センター」． ）にとって多事な

年だった東日本大震災からの復興を含めた経済振典策の影響をうけ，本年度大学から提

小された業務最はセンターのマンパワーをはるかに超えたものであったため，昨年末以降

人員の手配をめぐって施設や大学との交渉が続いた．

幸いにも要求が認められたことから，熊本大学社会文化科学研究科を修了したての柴田

亮氏が，有期扉用職員としてセンターに 1年間在籍することになった．柴田氏は大坪助教

に鍛えられながら現場武者修行の覚悟で立会ならびに発掘調査に没頭し， 夏以降は国際革

新技術研究拠点施設新営工事にかかわる発掘調査を単独で担当するまで力をつけた．氏に

とっては初めての現場運営であり，年配の作業員の指揮を含めて苦労も多かったことと思

うが無事調査を完遂されたことに拍手を送りたい．10月15日，山野ケン陽次郎氏が助教

として赴任された山野氏は熊本大学社会文化科学1妍究科で博士号を取得された後，鹿児

島大学と奈良文化財冊f究所において研銀を積んだ気鋭の考古学研究者である．赴任当日か

ら現場にはいり，以来即戦力となって業務を進めてくれている． 12月，熊本県での調査経

験の長い浦辻栄治氏が有期扉用職員として翌年3月まで現場にはいってくださった．こう

してなんとか目前の発掘調査をきりぬけたのである．

2013年度は学長裁量経費による報告書作成の 2年目であり，松田准教授と大坪助教が担

Iヽ／された大坪助教は秋までの発掘調査，冬からの報告書作成と，センター業務を よく切

り盛りしてくれ，お二人によって342頁に及ぶ大部の報告書第10集が完成した．センター

にとってこれほど婚しいことはないもう一つ喜ばしいことは，念願であった出土品の展

ホ室が，秋の学園祭に合わせてセンター 1階にオープンしたことである先史時代以降の

大学の歴史を辿物で語る「地下の文化財」展示は，さ っそく学内の謡義に活用されている．

松田准教授による学内外の方々を対象とした文化財散歩も始まった．発掘調査と同様，成

果の公表を通した社会貢献もセンターの大事な役割である．

センター業務の両輪のーである事務補佐員と して，林ひとみさんが4月に赴任されたが

都合で退職され， 6月に大崎喜美子さんが引き継いでくださった．気っ風のいい性格と高

い事務能力におおいに助けてもらっている．

とにかく多事な1年であった．次年度以降教員の研究時間を少しでも多く確保できる

ことを願っている．

2015年3月

埋蔵文化財調査センター長

文学部教授木下尚子
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In 1985. Kumamow University planed a reconstruction of campus. 

But it was known that snmc of campus is designated as buried 

culturnl assets zone. In the fiscal year 1994. Kumamoto University 

formed the Archaeological investigation committee and the 

Archaeological operation office in haste. and has been excavating the 

campus sites when the superannuated school buildings were rebuilt. 

We have two main campus sites at other areas. The one is the 

Kurokami area "・here is constituted of faculty of science and faculty 

of Engineering (souLh area). faculty of Education. faculty of Laws. 

and facully of Letters (north area). and locates in Kurok,1mimachi 

site. The site is located at the foot of Ml.Tanna (above 151.Gm) on 

a low terrace (above sea level 18 ~ 25m) formed by the Shirakawa 
River. The site is regarded as an ancient station "Kokai". The other 

one isしhe1-lonjo area where is constituted of School of medicine. 

college of Medical Science (south area). and Kumamoto University 

hospital (north area). and belong to llonjo site. The site located on a 

low terrace (above sea level 12 ~ l3m) formed by Shirakawa River. 
similar to Kurokamimachi site. It is 2km from Kurokamimachi site 

to llonjo site in a straight line. In the circumstance of llonjo site. 

there arc large ancient settlement sites like Oe site and Shinyashiki 

site. 

The number of investigations in the current year is the following: 

11 excavation. 63 presence investigation. The main results arc the 

following. 

/¥t 1309 excavation spot in the kurokamimachi site (south area). we 

excavated the site before the construcLion of Tnternational Research 

Center for Advanced Science and Technology. A result of the 

invcstigaLion. we found about 120gravc of Kumamoto prison inmates 

of Edo period and modern period. 

At 1310 excavation spot in the kurokamimachi site {south area). 

we excavated the site before the performing tl1e lifeline renovation. 

Elongated plots such as trenches. kurokamimachi south area east 

half ranged togeしher. We have detected the ruins and relics of 

ancient in most all points. In addition. from the depth of the layer 

we never have investigated so far. a large amount of pottery of 

Jomon period late preceding page was excavated. In the future. it is 

likely that new cultural layer and remains are discovered. 

At 1321 excavation spot in the 1-lonjo site (north area). we 

excavated the site before put in place such as parking and facilities 

of drainage. To repair an underground waterways within the 

University Hospital site. a result of investigating the side ofしhe

canal. revealed thatしheremaining siLe umil just off the canal 

At 1317. l3l8 and 1319 excavation spot. in the llonjo site (central 

area). we excavated the site before we have conducted excavation 

prior to construction the private power generation facilities. buried 

piping. underground tank. A result of the investigntion. dwelling 

ruins and groove of ancient (Recorded history) has been detected 

many. These are seen as pan of the settlement. which was 

confirmed in Lhe At 9801 excavation spot. ¥Ve considered th;ll site 

distributed to the east end of the I lonjyo south area. 

In addition.ヽveha,・e conducted excavations before renovation 

at gymnasium of University Elementary School in Kyomachi area. 

There arc not enough information aboutしhearchaeology of this area. 

This time. it was revealed that remains surface in the northeast 

side of the site is shallow. the remaining state is good. remains are 

small. In this year obtained results. which contains many faclors to 

consider when developing the future of the plan of investigation. 

Summary 

和l·旦呈 ell 計を社せ01 甘0l•人1 1985せ早叫 スll社奇 7Il,！

合 All辛ユ烈毀旦叶．じll卦°l毀告干LIに国0l弁叫 王炉l豆

叩詞OI 虹l•告 AI•せ音的l 5l四 ．ユ rrll岳0ll mll社鯰

釦 l社ol) 111] 唱も弦l•スll 叫世そお歪人｝翌年l らll 甘月王A粋l 刊5Pl•

知斑を咀炉ll.1994せ斗国 王外替・ら1l烈叶．

和 1l巫国いlを丑オI早 スlう噂叶午叶礼叫．も｝叶き :g

卦早 ．0国・斗（甘スl干）．正身料早 ．I！l卦早 ・せ訃早（卦スl子）

フト ス屁l 料干豆ツ杓I<~.IH嬰＞咄豆l ~豆 ． 子旦ヲ杵lu国（焦嬰 lllf)

弁丑枠l"11斗011 もII 唱剋·ヰ。1 弁叫を El•生叫社（立Ill山） （豆

ユ 151.6m)7)合2lス］判もl？国子（豆ユ 18~ 25m)替OII 年1
祖I• I.tl. J1.じII諏 図 （蚕1洛）叫国せ旦旦手咽丘lユ毀叶．EE

さhl・セ叩料 ・1辺卦叶 （炉l子）．Cllさ片翌洩剋（炉］子）

°lスト叫剋・を子（本；II:）咽司土Ol叶 Ol スl干きを王（水li:）

弁年1 せ l1Lo旧 ． 干豆ヲ｝叩認l 弁叫叫 1.,}剋•7杯l 豆 Al 叫ヲト斗

(1'I川）砂 麻 lさ斑臼（豆ヱ l2~ l3m)炉 l叩 l砂．
を醒料を 7噂ヲl•11l叩1,or叫廷詞虹平l豆 2km 各

堪°図 叫• . 0l，o渭叫そ詞・妥0ll豆 OII （大江）弁叩i•

せ°l入lヲl（新）i｛敷），o咽号吾詞l的l卦弁吋°l如 ・・

2013せ丘ol)卦人lfl王外告 ！`｝包王外 11社甘立l子外 62せ

°l 毀叫• ． 午ギ」王外叫召叫セ叶令叫社叫 ．

干豆ヲl•U|r枠l1or:&i 1309 スl 唱を料せ7遼 7ヤ叡l 牡音社社卦

71 そjoll 屯召2た人l•音全刈茨叫 ． 王外社叫己 ・ 兌にI) 干叶止呈

兄呈：：：：： 4喝•ス料l 早唱Ol畔 l207l そドを丘l 烈 El• •

午兒認l•II l n屁げr科 1310 スl そ1 を 叫0l 王El―刊 7ll午吾外替 8l·

フl 礼oJ]',1包子外翡▼俎刈烈叶 ． 旦咄えl えl 引せ奇剋 王；人｝干•7}

子豆ヲ仲l廿スl子号等咀叫7/柊lu国．叫．オ叫礼スl社dl外をl

外平ll 1or子9]• fr翌せ017,:l奢丘l毀叫．SE主l邑 IPl紐牡吋

°l f応召をス］寺0ll/...l3::せ平ll卒7l礼刊呈7lフ｝叫牛 名豆

叫毀叶． ？饂呈 A1豆岳岳立海0日 ，o呼 7]・せ礼咀 7}吾唱0l

笠叫• .

を否年叫 l321スl社を手えl咽叫 Illlキ伽 1号音 炉 lさトフl礼

ol)せ舌知l翌・せ人l烈叫．じll司・早今堪剋早スI吐0ll烈セスl8l・

gキ豆翌・ Ill キもl•7l 辛l 司l 各キ豆翌合王外剋·召叫 •8令豆

叫豆翌叫丘弁叫Ol 甘0~ 烈そ夜Ol 骨＆l 烈El. .

吝王戸I1.317 ・ 1318 ・ 1319スlそ1をストか，炉せ炉l.nllAJ_Illl社．

傘環丑号をも以柊｝フl咆0lll;,l号王外登卦人］剋叶．国外Al

Ell手7.lスl斗 呈碧・Ol叫令 召知l炉 l・.980 l スl 唱 0ll人l 糾•?Ftl

手l 司到 刊斗豆且剋叶．弁叫をを王甘•スl子号考昔7/柊l it 

豆ii・夜旦豆炉)・定 l-.

Ol叫ol)丘立11昆lスl子セ早会主吾如［えllf渇 7ll午 吾外礼

叫＇！哀王外71、 0固 0l烈邑ll 。lスl子斗 U胆忠茫釦lldl 牲料

哨且セ吋毀叶 °lせ四阿1外斗ス1卦，料号等0llA-lセ ，or子[tJOl

'?J'o} 弁を玲｝•Ell 告背立卦スlrt.1-弁子7)・叫叫告呪0I甘司烈叫．

叱！ 叫砂II 吋を咽叫0ll 告？む幻豆王叩I) 糾音 A·ll辛告 ~11

烈°l J埠国0回： 牡 AII 豆を 3-：：：：： 7l• Ol 戌正叡l 叶 烈叫• •



77 

1付篇 1 2013年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織 I 

1. 1. 熊本大学埋蔵文化財調査センター規則 (H23.9.22~)

（趣旨）

第l条 この規則は．熊本大学学則 （平成16年4月1日制定）第9条第2項の規定に基づき，熊本大学埋蔵文化財調究

センタ ー （以下 「センター」という．）に関し必要な事項を定める．

（設骰目的）

節2条 センターは．熊本大学（以下 「本学」 という．）に所在する辿跡を発掘調究するとともに ，出土した埋蔵文化

財を記録保存及び活川し ，もって本学の教育研究に寄与することを目的とする

（業務）

第3条 センタ ーは．次に掲げる業務を行う．

(l) 埋蔵文化財調査の実施計画の立案及び実施に関すること．

(2) 出土した迎蔵文化財の整理．保狩及び保存に関すること．

(3) 文化庁等に提出する報告書の作成に関すること．

(4) その他センタ ーの目的を達成するために必要な事項．

（職貝）

第4条 センターに．次に掲げる職貝を骰＜．

(l) センタ ー長

(2) 専任教員

(3) その他必要な職員

（センター長）

第5条 センター長の選考は ．本学の専任の教授のうちから ．第7条に規定する委員会の推服に基づき ．学長が行う．

2 センター長は，センターの業務を掌理する．

3 センター長の任期は． 2年とし． ・再任を妨げない．

4 センター長に欠員が生じた場合の補欠のセンター長の任期は． 1ili項の規定にかかわらず．前任者の残任期間とする．

（専任教員）

第6条 専任教貝の選考は．熊本大学学内共l司教育研究施設等の人事等に関する委員会の謡に基づき ．学長が行う．

2 専任教員の選考に関し必要な事項は ．別に定める．

（委員会の設置）

第7条 センターの笠理迎営に関する事項を審艤するため．熊本大学J!I！蔵文化財調壺センター運営委員会（以下「委

員会」 という． ）をii1i:<. 
（委員会の組織）

第8条 委員会は ．次に掲げる委員をも って組織する．

(L) センター長

(2) センターの専任教員

(3) 文学部、教育学部、法学部及び医学部附屈病院から選出された教授又は准教授 各1人

(4) 大学院自然科学研究科及ぴ大学院生命科学研究部から選出された教授又は准教授 各2人

(5) 運営基盤管理部の施設担当部長

(6) その他センター長が必要と認めた者 若干人

2 前項第 3号から第 8号まで及び節10号の委貝は， 学長が委l屈する．

3 第1項第3号から第8号までの委員の任期は， 2年と し．再任を妨げない．

4 第1項第3号から第8号までの委員に欠貝が生じた場合の補欠の委員の任期は ．前項の規定にかかわらず．前任者

の残任期Itt)とする．

5 第1項第10号の委貝の任期は．学長が委嘱の都度定めるものとし ．再任を妨げない

（委員会の審議事項）

第9条 委員会は．センターに関する次に掲げる事項 （熊本大学学内共,,ij教育研究施設等の人事等に関する委員会規

付篇1 2013年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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則（平成16年4月1日制定）第3条に定める事項を除く．）を審議する．

(1) センターの業務に関すること．

(2) センター長候補者の推贋に関すること．

(3) 施設及ぴ予算に関すること．

(4) その他センターの管理巡営に関すること．

（委員長）

第10条 委員会に．委員長を置き．センター長をもって充てる．

2 委員長は，委員会を招集し．その議長となる．

3 委員長に事故があるときは．委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する．

（議事）

第11条 委員会は．委員の過半数が出席しなければ，議事を開き，議決をすることができない．

2 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは．議長の決するところによる．

（意見の聴取）

第12条 委員長は，必要があるときは，委員以外の者を委員会に出席させ，意見を聴くことができる．

（事務）

第13条 センター及び委員会の事務は．運営基盤管理部施設企画ユニットにおいて処理する．

（雑則）

第14条 この規則に定めるもののほか，センターの運営に関し必要な事項は．センター長が別に定める．

附則

1 この規則は．平成23年10月1日から施行する．

2 国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則（平成16年4月1日制定）及び熊本大学埋蔵文化財調査室要項

（平成16年4月1日制定）は．廃止する．

3 この規則施行後．最初に任命されるセンター長は．第5条第1項の規定にかかわらず．この規則により選考された

ものとみなす．

4 この規則施行後．最初に任命されるセンター長の任期は．第5条第3項の規定にかかわらず．平成25年3月31日ま

でとする．

5 この規則施行後．最初に委嘱される第8条第1項第3号及び第4号の委員の任期は．同条第3項の規定にかかわら

ず．平成25年3月31日までとする．

2. 2013年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

1 埋蔵文化財調査センター組織

くセンター長＞ （併・文学部教授） 木下尚子 (2011.10.1-)

く専任教員＞ 松田光太郎

大坪志子

山野 ケン陽次郎 (2013.10.15-)

く技術補佐員＞ (2013年4月～2014年3月） 柴田亮

く事務補佐員＞ (2013年4月～2013年5月） 林ひろみ

(2013年6月～2014年3月） 大崎喜美子

＜室内作業貝＞ (2013年6月～2014年2月） 江口路

鬼塚美枝

(2013年6月～2014年3月） 小山正子

首藤優子

末吉美紀

増井弘子

山薪早苗

井上裕美

(2014年10月～2013年3月） 入江由真

付篇1 2013年度熊本大学埋蔵文化財保證対策組織



2 雌蔵文化財調査センター述幣委貝会

委貝長 木下 尚子 （馳蔵文化財調査センター長）

委貝 杉井 健 （文学部准教授）

蔽 武彦 （教育学部教授）

大i翠 t賄明 （法学部教授）

副島 顕子 （大学院自然科学研究科教授）

伊束 龍一• （大学院自然科学研究科教授）

宇宿功市郎 （大学院~I•ー：．命科学研究部教授）

大森 久光 （大学院生命科学研究部 （保他学系）教授）

本山 敬一 （大学院生命科学研究部 （薬学系）准教授）

大村谷昌樹 （生命骰源研究 ・支援センター准教授）

佐藤 治行 （迎‘慇砧盤管理部施設箭理ユニ ット長）

木下 尚子 （埋蔵文化財調壺センタ ー長）

松田光太郎 (Jll !•蔵文化財調査センタ ー琳任教貝 ）

大坪 志子 (Jjil蔵文化財調究センタ ーiIji任教員）

山野 ケン協次郎 (J.lli蔵文化財調査センタ ー専任教貝）

審議4 i•項

2013年4月25日 議題

t1JりJ(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.'1.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.1 ~2015.3.31) 

(2013.4.l ~) 

(2013.4.1 ~) 

(2013.10.15~) 

1)平成24年疫埋蔵文化財調査センター支出実羞'iについて

2)平成25年1文予符配分 （案）について

3)平成25年度jIIl蔵文化財包蔵地における一1一：木工事予定について

4)「発掘調森報告柑」刊行スケジュールについて

5)出士辿物の誼与lI-l請手続きについて

報告

l)平成24年1虻jllり歳文化財発掘調査結呆について

2)その他
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1付篇2 埋蔵文化財調査センター2013年度調査・研究活動記録
［調究貝】

大坪志子•

• 第 10回 日 ・韓新石器時代共同学術大会研究発表 「縄文時代早期～前期の石製装身具」 2013年7月13-14日，大韓

民国済）•I•1大学校博物館．

・・W谷上寺地辿跡出土玉l渕辿査料に係る調査指淋．2013年8JJ 19-20日，烏取県埋蔵文化財調査センタ ー青谷調究室．
• 徳島市立考古沼料館開館15周年記念特別企画記念シンポジウム研究発表 「玉の魅力に迫る一四国と周辺の玉生艇と

玉文化ー」「九州の至生逝 と流通 ー四国との関係を中心に一」，徳灼J市教育委員会 ・徳島市立考古資料館 ・日本韮

文化学会．2013年11月9-10日，徳島市立考古壺料館．

• 島根県荒神谷l専物館 第99回講複（会 「東アジアの装身具から ～縄文時代と弥生時代の玉作 り」，2013年11月］6日，

島根県荒神谷栂物館．

・「縄文符玉研究の展望」 「玉文化」第10号， 日本玉文化研究会． pp.25-30.

ー「縄文時代後 ・晩期九州叫石製装身具叫斡半島」 r利5}せ外 ・ユEll叫今岳食l-哨干J埓忍旦｝晉世．pp.138-ltl4.
• 国． ．1)：耳飾」 r季刊考古学」 第125号，雄山 1柑l. pp.50-54 

・ 「 九 J•1 • I の大珠」 「先史学 ・ 考古学論究J V[．龍田考古会， pp.223-237.

・「第6節 4・5号甕棺墓出士の勾ヨ：．の材質分析」 I吹」こ＼り」1こIII!市埋蔵文化財調査報告，！｝第112集， 34-36.
・「東アジアの装身具から～耳状耳飾を中心に～」山陰中央新llfll1月13日朝刊．14Hfi.

・熊大ラジオ公開授業「知的冒険の旅」第13回 2014年 1月2711.

付篇2 埋蔵文化財訓査センター2013年度調査 ・研究活動記録



80 

山野ケン陽次郎

・「コラム シャコガイ製斧」「季刊考古学」第125号．雄山閣． pp.95-96.

・「先史琉球列島におけるマクラガイ科製玉類の研究」「奄美考古」第7号．奄美考古学会， pp.1-17.

・「先史琉球列島におけるイモガイ科製貝輪の研究」「先史学・考古学論究」 VI.龍田考古会， pp.35-53.

・「先史琉球列島における貝製品の変化と画期ー貝製装飾品を中心に一」「琉球列島先史・原始時代に•おける環境と

文化の変遷に関する実証的研究 研究論文集」第2集．六一書房， pp.277-292.

・「先史琉球列島における円盤状貝製品の研究」「Archaeologyfrom the South II 新田栄治先生退職記念論文集」．

新田栄治先生退職記念事業会． pp.265-278.

・「第4節 出土追物 (2)：骨製品・貝製品」長墓遣跡調究団（編）「南嶺の長墓遺跡調査研究」 1' 西九州大学持

続的環境文化研究所． pp.35-53.
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ふりがな くまもとだいがくまいぞうぶんかざいちょうさせんた一ねんぽう 20

書 名 熊本大学埋蔵文化財調壺センタ ー年報 20

副 書 名

巻 次

シリーズ名 熊本大学埋蔵文化財調壺センタ一年報

シリーズ号 20 

編 著者名 木下尚子 ・ 大坪志子 ・ 山野ケン陽次郎 ・ 柴田亮 ・ 大崎喜••美子

編 集 機関 熊本大学埋蔵文化財調査センター

所 在 地 〒860-8555熊本県熊本市中央区黒嬰2-39-1TEL.096-342-3832 F f¥X.096-342-3832 

発行年月日 2015年3月31日

ふりがな ふりがな コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収 逍 跡名 所在地 市町村 追跡番号

くまもと
32° 130° 20130521 学校敷地内くろ カヽ みまち 熊本 県

黒髪町辿跡I!r; fi桂本 l|i 43 201 278 4 8I 43' ～ 395.00吋 のI}｝l発事業
(1 3 0 2地、,,'.,J くろ カヽみ 55” 4 0” 20130710 に伴う

.'.I...¥ • 嬰

くまもと
32° 130° 20130618 学校敷地内くろかみま ち ＂・ • ビ・• 本 9II―1 I < 

黒疫JI「j・辿跡Itr: 熊本市 43 201 278 48' 43' ~ 1368.00ni の開発事業
(1 3 0 6 地、' •Ii ) くろかみ 54" 40" 20130712 に伴う

.'．I．¥ : 髪
くまもと

32° 130° 20121001 学校敷地内くろかみまち 熊本 貼
黒炭Ill」逍跡／作 f！佳本 RL了 43 201 278 48' 43' ～ 632.00n-i の開発事業
(1 3 0 9」也．I．’f.） くろかみ 43" 36" 20121218 に伴う.. 'II. . 髪

くまもと
32° 130° 20130806 学校敷地内くろかみまち 熊本限

黒嬰IIJ辿跡/ff 熊本市 43 201 278 48' 43' ～ 5275.00面 の開発事業
(l 3 I 0」也］．＇．＇：） くろかみ 47” 46" 細続l|l に伴う

1ヽ・1・1.・ 髪

くまもと
32° 130° 20131101 学校敷地内ほんじ ょう ＂.．ピ.．本 ,11iて1 

本庄逍跡 1淫小ゞ IIi 43 201 285 47' 4 29 ~ 100.10吋 の開発事業
(1 3 1 7地、,.'.() ほんじょう 42" 4 9” 20131218 に伴う

本 ;IJ: 

くまもと
32° ほんじょう 熊本 県 130° 20131101 学校敷地内

ヰメ］上辿・跡； 熊本市 43 201 285 47' 42' ~ 236.40面 のlifl発事業
(l 3 l 8」也．9．’f.) ほんじょう 42” 49” 20131218 に伴う

本 :｛ l : 

くまもと
32° 130° 20131101 学校敷地内ほんじょう 熊本 県

イこ庄追討j; 熊本市 43 201 285 47' 42' - 155.9011-/ の開発事業
(1319J也］．’i.） ほんじょう 42” 49" 20131218 に伴う4メ 荘

くまもと
32° ほんじょう 熊本県 130° 20L31 ll5 学校敷地内

本庄辿跡 f！桂 本 I―|i 43 201 285 4 7' 42' ~ 989.50面 の開発事菜
(1 3 2]地．I！.I9.) ぽんじょう 49" 44” 継続II9 に伴う4< ;1-i; 

くまもと
32° ぽんじょう 熊本 県 130° 20140117 学校敷地内

本J-1五辿跡 懇自本 I|i 43 201 285 47' 42' ～ 101.56m' の開発事業
(1 3 3 3地．9！.i) ほんじょう 50" 41" 20140212 に伴うイゞ ;l l: 

くまもと 20140225 
きょうまちだい 熊本眼 32° 130° 

20140313 きj:.中文槻k:I也I勾
以Ill［台辿肘); 熊本 I|i 43 201 238 49' 42' 48.70面 のI開発事業
(1342J叫'.,:） きょうまち 5" 18" 

～ 
に伴う

99 』．9ヽ． II「J・ 20140317 

※北綽 ・東経の数値は枇界測地系に基づく値です

報告柑抄録
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所収遥跡 種別 主な時代 主な遥構 主な遥物 特記事項

(1 く黙ろか3髪みま0町ち2迫地跡点群） 集落址 古代 竪穴住居址・ピット 土師器・須恵器

くろかみまち

(黒13 嬰0町6辿地跡点群） 
集落址 古代 溝・ピット 土師器・須恵器

くろかみまち 骨壺・数珠・囚人札・
(黒13 斐0町9辿地跡必群：） 

集落址 近世・近現代 土城墓・畑址
人骨

縄文土器・石器・

くろかみまち 縄文・古代・近世・ 竪穴住居址・溝．
土師器・須恵器・

黒嬰町10迪地跡点群） 集落址 近現代 ピット・土坑．柱穴
紡錘車・古銭・鉄製品・

(1 3 銅製品・陶磁器・

土製品・動物骨

ほんじょう 竪穴住居址・溝・ 土師器・須恵器・瓦質土
本庄7逍地跡点 集落址 古代・中世・近世
(1 3 1 )  ピット 器・緑釉陶器・動物骨

はんじょう

本庄8逍地跡点 集落址 古代・中世 竪穴住居址・ピット 土師器・須恵器
(1 3 1 )  

ほんじょう 竪穴住居址・溝．
(1 3 本庄19逍地跡点）

集落址 古代・中世
ピット

土師器・須恵器

ほんじょう 竪穴住居址・溝． 弥生土器・土師器・
本庄追1地跡点 集落址 古代

ピット 須恵器(1 3 2 )  

ほんじょう

本庄3追地跡点 集落址 古代 ピット 土師器・須恵器
(1 3 3 )  

きょうまちだい

成町台辿地跡点 集落址 古代 ピット？ なし
(1342)  

報告害抄録
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